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序 章  問 題 意 識 と 課 題 の 設 定  

 

第 １ 節  問 題 意 識  

 

モン ゴ ル の畜 産 業 は 伝統 的 な 牧畜 を 行 う 遊牧（ 家 畜 は在 来 種 ５畜（ 牛、

馬、ラク ダ、羊、山 羊））と、酪 農な ど の集 約 的 畜産 に 分 け られ る。1990

年の 「 市 場経 済 化 」 は二 つ の 畜産 経 営 に 大き な 影 響を 及 ぼ し 、遊 牧 方式

によ る 食 肉、 乳 製 品 が畜 産 物 消費 量 の 大 半を 占 め る。 し か し 、遊 牧 経営

は自 然 災 害や 気 象 条 件の 影 響 を受 け や す く、 ゾ ド とい う 雪 害 によ る 被害

が拡 大 し てい る 状 況 にあ る 1 ）。一 方、 2000 年 代中 葉 以 降、総人 口 の約 6

割 が 都 市 部、 特 に 首 都ウ ラ ン バー ト ル へ 集中 し 、 食肉 、 乳 製 品、 卵 など

の畜 産 物 需要 が 増 大 して お り 、都 市 住 民 への 畜 産 物の 安 定 供 給が 社 会的

課題 と な って き た 。その た め 、モン ゴ ル 国政 府 は 、2005 年 から 畜 産 農家

の定 住 化 を促 進 す る 政策 を 相 次い で 打 ち 出し て い る。 そ し て 、都 市 ・居

住地 周 辺 にお い て は 集約 的 畜 産の 増 加 に 重点 を 置 き、 そ の 結 果、 近 年首

都ウ ラ ン バー ト ル を 中心 に 集 約的 畜 産 が 成長 し て いる 。 モ ン ゴル に おけ

る集 約 的 畜産 と は 放 牧せ ず 定 住し て 行 う 畜産 、 つ まり 遊 牧 経 営以 外 の畜

産経 営 を 全て 包 含 し てい る が 、本 論 文 で は、 こ の うち 濃 厚 飼 料へ の 依存

がも っ と も高 い 酪 農 、養 豚 、 養鶏 の 3 部 門を 対 象 とす る 2 ）。  

飼料 の ほ とん ど を 自 然草 地 に 依存 す る 遊 牧か ら 、 濃厚 飼 料に 依存 す る

集約 的 畜 産の 増 加 に 伴い 、 飼 料市 場 が 新 たに 形 成 され て い る 。集 約 的畜

産の 増 加 する に つ れ て、 飼 料 の輸 入 が 急 増し て い る。 し か し 、主 な 輸入

先 と なる 中 国 に お い て は 飼料 需 要 が ま す ま す 増加 し て い る こ と か ら、 国



2 

 

内 に お け る 配 合 飼 料 の 極 端 な 不 足 が 、 集 約 的 畜 産 の 発 展 を 困 難 に す る 要 因

と し て 懸 念 さ れ て お り 、 飼 料 生 産 ・ 供 給 体 制 の 確 立 、 特 に 配 合 飼 料 の 生 産

増 大 が 差 し 迫 っ た 課 題 と な っ て い る 。 そ の よ う な 状 況 の な か 、 国 内 に お い

て は 飼 料 メ ー カ ー に よ る 畜 産 経 営 へ の 進 出 、 ま た 畜 産 農 家 に よ る 飼 料 生 産

へ の 参 入 と い っ た イ ン テ グ レ ー シ ョ ン の 様 相 を 呈 し た 動 き が み ら れ る 。 畜

産業 そ の もの の 在 り 方や 今 後 の動 向 を 展 望す る 上 でも 、 飼 料 産業 に つい

て体 系 的 に検 討 す る 必要 が あ ると 考 え る 。  

 

第 ２ 節  既 存 研 究 の 整 理 と 課 題 の 設 定  

 

モ ン ゴ ル に お け る 飼 料 お よ び 集 約 的 畜 産 に 焦 点 を 当 て た 先 行 研 究 は 、

小 宮 山 [15 ]、 サ ン ガ ジ ャ ブ [19 ]が 挙 げ ら れ る 。 酪 農 を 対 象 に 集 約 的 畜 産

の経 営 分 析を 行 っ た 小宮 山 [15 ]は 、酪 農 は遊 牧 に 比し て 生 産 性の 面 で も、

環境 面 で も優 れ て い るが 、 フ スマ と 乾 草 だけ に 依 存し た 飼 養 形態 が 続け

ば 、 そ の 将 来 は 厳 し い と し た 。 そ し て 、 サ ン ガ ジ ャ ブ [19 ]は 、 国 産 の 乳

牛用 配 合 飼料 と フ ス マを 比 較 し、 配 合 飼 料は フ ス マに 比 べ て 飼料 費 が高

いが 、 搾 乳量 の 増 加 によ っ て 生産 性 が 向 上し 、 利 益も 増 え る こと を 明ら

かに し た 。  

この よ う に、 モ ンゴ ルに お い ては 酪 農 を 中心 と す る畜 産 経 営 にか か わ

る諸 研 究 の中 で 、 経 営の 安 定 化や 、 自 然 災害 に 対 する 脆 弱 性 とい う 観点

から 飼 料 確保 の 必 要 性に つ い て若 干 論 及 され る 程 度で あ り 、 飼料 産 業に

焦点 を 当 てた 議 論 は 行わ れ て いな い 。  
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以上 を ふ まえ 、 本論 文で は 豚 、鶏 な どの 中小 家 畜 も含 め た 集 約的 畜 産

に焦 点 を 当て 、 畜 産 経営 と 飼 料産 業 の 統 合、 い わ ゆる 畜 産 イ ンテ グ レー

ショ ン と も見 受 け ら れる 新 し い展 開 に 注 目し な が ら、 モ ン ゴ ルの 飼 料市

場形 成 段 階に お け る 飼料 産 業 の展 開 論 理 を明 ら か にす る こ と を課 題 とす

る 。  

E .R .R oy は、 イ ンテ グレ ー シ ョン の 形 態 につ い て 、資 本 の 系 列化 作 用

によ り 、①水 平 的 統 合  (hor i zonta l  in tegra t i on)、② 垂直 的 統合  ( ver t i ca l  

integrat i on )、 ③ 循 環的 統 合  ( c i r cu lar  integra t i on)と 区 分 して い る 。杉

山道 雄 は 、垂 直 的統 合に つ い て ① 農 場 非 所有 型  (契 約生 産 方 式 )、② 農場

所有 型（ 直 営方 式 ）と整 理 し た（図 序 1 を参 照 ） 3 ） 。本 論 文 で は 、直 営

方式 に よ るイ ン テ グ レー シ ョ ンを 宮 崎 の 定義 に 沿 って “ 資 本 自ら 生 産手

段 を 所 有 し た 、 「 農 場 所 有 型 統 合 」 で あ る ” と し て 捉 え る  4 ） (  図 序 2

を参 照 )。  

さら に 、 畜産 イ ンテ グレ ー シ ョン 論 に お いて 、 畜 産農 家 と配 合飼 料 メ

ー カ ー 対 立 関 係 と し て 把 握 し て い る （ 宮 崎 宏 [34 ]） 。 一 方 、 フ ー ド シ ス

テム 論 と 産業 組 織 論 にお け る 先行 研 究 で は、 そ れ と異 な る 関 係、 つ まり

飼料 メ ー カー と 畜 産 農家 に お ける 「 新 た な関 係 」 が相 互 的 成 長を も たら

すと 評 価 して い る （ 斉藤 修 [18 ]、 生源 寺 真一 [22 ]） 。  
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1) オープンアカウント
2) 均一料金制

3）分益方式

4) 飼料要求率方式
5) 月給制方式

資料：宮崎宏[34],pp.204を引用
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図序－1　インテグレーションの展開形態
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資料：宮崎宏[34]，pp.207を引用
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第 3 節  論 文 の 構 成  

 

 本 論 文 は上 述 の 課 題設 定 に 応え る た め に、 以 下 の構 成 を と る （ 図序 3

を参 照 ）。 第 1 章 で は、 第 2 章 以 降の 要件 と し て飼 料 お よ び集 約 的 畜産

に関 す る 政策 の 概 要 を示 し た 上で 、 飼 料 産業 お よ び集 約 的 畜 産の 動 向を

主に 統 計 デー タ か ら 整理 す る。第 2 章 で は、飼料 需 要 の観 点 から の 分 析

とし て 、 酪農 、 養 豚 、養 鶏 部 門の 集 約 的 畜産 農 家 を対 象 に 、 飼料 調 達の

変 化 に つ いて 自 家 生 産・自 家配 合 飼料 5 ） に着 目 し なが ら 検 討 する 。続い

て 、以下 の 3 つ の 章 では 、飼 料 供 給の 観 点よ り 分 析を 行 う 。具体 的 に は、

第 3 章 で はモ ン ゴ ル 向け 輸 出 を行 っ て い る中 国 飼 料メ ー カ ー の輸 出 行動

を解 明 す る。 第 4 章で は 、 穀物 主 産 地 であ る TUV 県 を 事 例に 、 飼 料原

料生 産 の 特徴 と そ の 要因 に つ いて 政 策 と 関連 さ せ なが ら 明 ら かに す る。

第 5 章 で は、飼料 生 産企 業 へ の聞 き 取 り に基 づ き、飼 料産 業 が畜 産 経 営

と統 合 し た畜 産 イ ン テグ レ ー ショ ン と し て展 開 し てい る 要 因 を解 明 す る。

終章 で は 、各 章 の 要 約を 行 っ た上 で 、 全 体の 総 括 と展 望 を 述 べる 。  

 

図 序 － 3 本 論 文 の 構 成  

飼料原料生産および飼料調達の観点より

終章　結論と展望

序章　　　問題の所在と課題の設定

第1章　畜産政策の概要および集約的畜産と飼料産業の動向

　第4章　耕種農業回復政策下における飼料原料生産の動向

　第2章　集約的畜産農家の規模拡大と飼料調達の変化　　　

飼料需要の観点より

　第5章　飼料産業における畜産インテグレーションの展開

　第3章　中国飼料メーカーのモンゴル向け輸出行動
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〈 注 釈 〉  

 

1）  最 近 で は 、 2 0 0 9 年 か ら 2 0 1 0 年 に も ゾ ド （ 寒 雪 害 ） に 見 舞 わ れ 、 約 8 0 1 万 頭

の 家 畜 が 斃 死 し 、 被 害 額 が 約 2 3 0 億 円 に も 及 ん だ と さ れ て い る 。  

2）  モ ン ゴ ル で い う 集 約 的 畜 産 に は 、 上 記 の 3 部 門 の 他 に 、 肉 牛 、 肉 羊 、 蜂 ま で

包 含 す る 。  

3）  宮 崎 宏 [ 3 4 ]， p p . 20 4 に よ る 。 E . R. Ro y は こ れ ら の 3 形 態 に つ い て つ ぎ

の よ う に 規 定 し て い る 。 水 平 的 統 合 は 、 同 種 二 つ 以 上 の 経 営 体 が 同 一 水 準

で 横 断 的 に 統 合 す る 形 態 で あ り 、 垂 直 的 統 合 は 生 産 ・ 流 通 ・ 販 売 の 2 段 階 以

上 が 前 段 階 で 従 属 的 に 結 合 す る 形 態 、 循 環 的 統 合 は 水 平 的 統 合 と 垂 直 的 統 合

が 同 時 体 制 で 実 現 す る 形 態 で あ る と し た 。  

4）  宮 崎 宏 [ 3 3 ]， p p . 3 7 6 に よ る 。 さ ら に 、 直 営 方 式 イ ン テ グ レ ー シ ョ ン に つ い て

「 循 環 的 統 合 」 を 実 現 す る も っ と も 強 力 な 資 本 の 介 入 形 態 で あ る と し た 。  

5）  一 種 類 の 材 料 で 作 ら れ た 単 体 飼 料 の 場 合 は 自 家 生 産 と い い 、 用 途 に 合 わ せ て

数 種 類 以 上 の 材 料 を 混 合 し て 作 ら れ た 配 合 飼 料 の 場 合 は 自 家 配 合 と す る 。  
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第 1 章  「 市 場 経 済」 化 以 降 の 畜 産 業 お よ び 飼 料 産 業 の 展 開  

 

第 1 節  本 章 の 課 題  

 

本章 の 課 題は 「 市場 経済 」 化 以降 の 畜産 業お よ び 飼料 産 業 の 展開 に つ

いて 、 主 に統 計 デ ー タを 用 い て整 理 す る こと で あ る。  

 

第 2 節  「 市 場 経 済 」 化 に 伴 う 農 牧 業 生 産 体 制 の 変 化  

 

1960 年頃 社 会主 義 時代 に は、家 畜の 国 有化 と ネ グデ ル と い う遊 牧 民 の

組織 化 が 進め ら れ 、 さら に 都 市住 民 へ の 安定 供 給 を目 的 と し て、 国 営農

場方 式 に よる 大 規 模 な農 場 が 旧ソ 連 の 協 力で 設 立 され た 。 従 って 、 飼料

産業 も 発 展し 、 国 営 の飼 料 生 産農 場 ・ 配 合工 場 が 各地 に 設 置 され た 。飼

料生 産 は 、1970 年 代 以降 の 農 耕地 開 墾 運 動に よ っ て 、人 間 の 食料 だ け で

はな く 、 家畜 の 飼 料 であ る 飼 料作 物 の 栽 培、 さ ら には そ の 加 工が 飼 料工

場で 行 わ れる よ う に なっ た 。全 国に 13 の 飼料 生 産 農場 、27 の 飼料 工 場 、

290 の 小 規模 飼 料 配 合施 設 が あっ た と い うモ ン ゴ ル国 立 農 業 大学 の 調査

もあ る 。 ネグ デ ル 内 でも 草 刈 地で の 牧 草 の採 草 、 飼料 作 物 の 栽培 、 冬営

地や 夏 営 地へ の 固 定 畜舎 の 建 設、 井 戸 の 建設 が 積 極的 に 行 わ れた 。 飼料

流通 は ネ グデ ル に よ り一 元 に 管理 さ れ 、 必要 に 応 じて 遊 牧 民 に給 付 され

てい た 。 又、 モ ン ゴ ルで は 年 によ っ て 干 ばつ や ゾ ド（ 寒 雪 害 ）に よ り飼

料が 不 足 し、 大 量 の 家畜 が 斃 死し 、 家 畜 飼養 頭 数 が激 減 す る こと が ある

ため 、 こ のよ う な 緊 急事 態 が 発生 し た 場 合の 家 畜 飼料 の 安 定 供給 を 目的
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とし て 1970 年 代 初 めに 飼 料 緊急 フ ァ ン ドが 設 立 され た 。1980 年 代の 後

半に は 22 の セン タ ーと 89 の 貯 蔵ポ イ ント が あ り 、全 国 を カバ ー し てい

た。 国 家 緊急 飼 料 フ ァン ド は 国営 の 飼 料 生産 農 場 や飼 料 工 場 から 飼 料を

購入 し 、 ネグ デ ル や 国営 酪 農 場等 に 飼 料 を供 給 し てい た 。 国 はフ ァ ンド

に対 し て 飼料 の 輸 送 費と し て 資金 を 補 助 する と と もに 、 飼 料 購入 資 金と

して 無 利 子あ る い は 低利 資 金 を融 資 し て きた 。 国 の機 関 で あ る飼 料 緊急

ファ ン ド の取 扱 量 が 1980 年 代後 半は 20 万 トン を 超 えて いた 。  

しか し 、図 1－ 1 に 示し た と おり 、畜産 業、 2 つ の形 態は 1990 年 以降

の市 場 経 済 へ の 移 行 に伴 っ て 、家 畜 の 私 有化 と 国 営農 場 の 民 営化 が 行わ

れ、 旧 ソ 連か ら の 技 術・ 財 政 援助 が 途 絶 した 1 ）。 そ し て 、 集 約的 畜 産も

国営 農 場 のほ と ん ど が企 業 農 場へ と 分 割 ある い は 再編 さ れ 、 投入 資 材の

不足 な ど から 経 営 が 悪化 し 、 衰退 し た 。 飼料 産 業 もそ れ ま で はコ ス トを

度外 視 し て生 産 し て いた が 、 国営 農 場 の 民営 化 に よっ て 補 助 金な ど 国か

らの 資 金 供給 が ス ト ップ し 、 主要 な 需 要 者で あ る 集約 的 畜 産 分野 も 規模

縮小 し た ため 、 飼 料 生産 量 が 急激 に 減 少 した 。  
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(飼料穀物) (配合飼料)

都市住民

(供給の減少）

耕種農業の衰退
(民営化）

脱却(1990年)

一
次
産
品

技
術
資
本
・
二
次
産
品

(生産中止)

飼料産業の衰退
(民営化)

(肉、乳製品) (生産の減少)

家畜の私有化
遊牧民組織解体

財政支援縮小 市場経済化への転換
行財政規模の縮小

食加工産業の発展
(大規模国営工場)

(マクロ的要因） (農牧業生産分野）

(70年間）

市
場
経
済

(

自
由
主
義
）

食加工産業の衰退
(民営化)

都市住民

集約的畜産の衰退
(民営化)

(生産の減少)

財政援助縮小

(15年間)

計
画
経
済

(

社
会
主
義

)

旧ソ連
COMECON

モンゴル

市場経済化
開放政策

・資金の不足
・生産の減少
・物流の停滞
・物価の上昇
・失業の増大
・食料の不足

国際機関等の
緊急援助

資料：国際農林業協力協会[11]pp.34より引用、一部変更

図1－1　農牧業生産体制の変化と生産低下のメカニズム

計画経済の導入
中央集権体制の確立

家畜の国有化
遊牧民の組織化

耕種農業の発展
(国営農場）

集約的畜産の発展
(国営農場)

旧ソ連技術
資本の援助

財政支援 財政支援

飼料産業の発展
(国営飼料工場)

伝統的遊牧
の維持

伝統的遊牧
の復活

旧ソ連技術
資本の途絶

(小麦、野菜) (ミルク、卵)(肉)
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第 3 節  食 料 消 費 の変 化 と 畜 産 政 策 の 概 要  

 

市 場 経 済 化 へ の 移 行 に 伴 う 経 済 体 制 の 変 化 は 食 料 消 費 に も 影 響 を 及

ぼし た 。 表 1－ 1 は 、食 料 消 費の 前 提 的 基盤 に な る世 帯 収 入 の状 況 につ

いて で あ る。 同 表 に よれ ば 、 都市 部 で は 一世 帯 ・ 一カ 月 あ た り家 計 収支

では 現 金 収入 が 現 金 支出 を 下 回る 都 市 が 2010 年ま で 続 い てお り 、 その

後は 「 黒 字」 傾 向 に ある も の の、 そ の 差 はご く わ ずか で あ る 。  

この よ う な状 況 を 反 映し 、 ウ ラン バ ート ル市 に お ける 主 要 食 料品 の 平

均価 格 は 表 1－ 2 に 示し た と おり 、 明 確 な低 下 傾 向は 確 認 で きず 、 品目

によ っ て は近 年 、 上 昇傾 向 に あり 、 特 に 主食 と な る食 肉 は 価 格が 高 騰し

てい る 。  

主要 畜 産 物の 消 費 量 につ い て 品目 別 に み ると 、 食 肉と 乳 製品 は 全 国 平

均で み れ ば、 2013 年現 在 で 一人 当 た り 年間 消 費 量は （ 食 肉 は 97 .2 ㎏ 、

乳製 品 は 160 .8 ㎏）、「 食 料品 消 費量 標 準 」 2 ）（ 以 下 、「 標準 」とす る ）を

上回 っ て いる（表 1－ 3 を 参 照）。し か し、都 市部 と 農 村部 に分 け て 見る

と、 そ の 格差 が 大 き く、 都 市 部で は 年 間 消費 量 が 「標 準 」 を 下回 っ て推

移し て い るの に 対 し て、 農 村 部で は は る かに 上 回 って い る 。 一方 、 都市

部で は 卵 の 消 費 量 が 著 し く 増 加 し て お り ，2 0 13 年 に は 年 間 一 人 当 た り 4 3 . 2

個 と 2 0 0 5 年 に 比 べ て 2 . 3 倍 増 と な っ て い る 。 つ ま り 、農 村 部で は 自 給的

な食 肉 ・ 乳製 品 に 偏 って い る 一方 、 都 市 部で は 食 肉、 乳 製 品 とい っ た食

料品 が 不 足し て い る 。  
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全国 都市部 農村 全国 都市部 農村部 全国 都市部 農村部 全国 都市部 農村部

2005 150,208 165,981 131,334 171,865 194,530 130,691 59,305 76,296 36,876 34.5 39.2 28.2

2006 173,477 172,454 174,402 201,470 223,468 178,458 69,293 88,281 49,836 34.4 39.5 27.9

2007 239,147 259,354 205,758 267,986 297,898 218,436 92,480 106,120 69,884 34.5 35.6 32.0

2008 325,270 394,877 230,924 329,142 410,134 219,361 119,533 151,853 75,724 36.3 37.0 34.5

2009 354,967 441,871 237,180 390,044 458,353 297,463 147,906 158,215 133,934 37.9 34.5 45.0

2010 387,099 476,690 277,354 389,278 479,560 278,686 131,940 166,614 89,466 33.9 34.7 32.1

2011 503,936 623,269 370,655 507,801 622,850 379,304 155,482 207,886 96,952 30.6 33.4 25.6

2012 741,917 871,277 494,738 742,184 867,185 503,335 207,858 250,977 125,468 28.0 28.9 24.9

2013 862,511 1,001,768 625,859 864,941 993,937 645,727 226,031 283,062 129,113 26.1 28.5 20.0

表1－1　　一世帯・一カ月あたり家計収支の推移

資料：モンゴル国家統計局「統計年鑑」各年版より作成

現金収入 現金支出 食料支出 食料支出　構成比

 

 

 

羊肉
(1㎏）

牛肉
(1㎏）

生乳
(1L)

卵
(1個）

消費者
物価指数
(総合)

2006年＝100

2006 2,270 2,500 525 127 100.0
2007 2,243 2,421 482 124 117.8
2008 2,345 2,555 586 141 143.8
2009 1,908 2,208 650 139 149.9
2010 2,238 2,534 642 127 169.4
2011 2,237 2,546 564 128 184.4
2012 3,157 3,468 521 127 210.3
2013 3,110 3,479 482 131 236.5

注：価格は2006年の消費者物価指数を100として
　　デフレートしている。

表1－2　ウランバートル市における主要畜産物
年間平均価格の推移

単位：トグリグ

資料：モンゴル国家統計局「統計年鑑」各年版より作成
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1980 1990 2005 2010 2011 2012 2013
増減

（05年基準）

食肉・肉製品 92.0 97.4 99.6 100.8 98.4 98.4 97.2 1.0

うち都市部 80.4 79.2 81.6 80.4 82.8 1.0

うち農村部 126.0 127.2 121.2 118.8 116.4 0.9

生乳・乳製品 99.2 117.8 140.4 126.0 145.2 160.8 160.8 1.1

うち都市部 66.0 75.6 92.4 97.2 96.0 1.5

うち農村部 244.8 190.8 211.2 237.6 242.4 1.0

卵　　（個） 18.3 28.6 19.2 32.4 37.2 38.4 43.2 2.3

うち都市部 24.0 49.2 58.8 61.2 69.6 2.9

うち農村部 12.0 9.6 10.8 10.8 12.0 1.0

食肉・肉製品 140.9 119.9 75.4 73.5 75.4 80.7 89.4 1.2

生乳・乳製品 140.2 152.1 130.8 123.6 164.6 187.0 206.0 1.6

卵　　（個） 13.1 17.9 8.3 20.0 25.0 21.0 21.0 2.5

　　2）2010年に卵以外の畜産物の生産量が減少した理由は雪害（ゾド）の影響である。

　　3）食肉・肉製品は豚肉が含まれる。豚肉は国内消費量が5,300トンであるのに対して、生産量が
　　　　2,200トンである。

表1-3  主要畜産物年間一人当たり消費量と生産量の推移
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　（単位：㎏、個）

消費量

生産量

資料：モンゴル国立統計局「モンゴル統計年鑑」各年次より作成。
注：1）モンゴル厚生省は「1人当たりの農産物・植物食料品消費量標準」において、年間消費量について
　　　　食肉は84㎏、乳製品は154.4㎏が最適であるとしている。

モン ゴ ル 国政 府 は 、 都市 部 に おけ る 畜 産 物の 量 的 な安 定 供 給 と価 格 の低

位安 定 化 に向 け た 対 策と し て、2005 年 頃 から 畜 産 農家 の 定 住 化を 促 進す

る政 策 を 相次 い で 打 ち出 し 、 2015 年 ま でに は 20％ の 遊牧 民を 定 住 ・半

定住 生 活 様式 に 移 行 させ る と して い る（ 表 1-4 を 参 照 ）。さ ら に 、都 市 ・

居住 地 周 辺に お い て は集 約 的 畜産 の 増 加 に重 点 を 置き 、 そ の 結果 、 近年

首都 ウ ラ ンバ ー ト ル を中 心 に 集約 的 畜 産 が成 長 し てい る 。2003 年に 国 家

承認 さ れ た「 集 約 的 畜産 開 発 支援 」 国 家 プロ グ ラ ムで は 、 都 市部 の 周辺

に位 置 す る集 約 的 畜 産農 家 に 対し て 、 低 利子 あ る いは 返 済 条 件付 き の融

資、また は 家 畜の 提 供な ど の 支援 策 を 実 施し た。飼 料 に関 し ては 、「 家 畜

飼料 」 国 家プ ロ グ ラ ムが 2007 年 に 可 決 され 、 飼 料作 物 生 産 ・ 牧 草 地改

良 に 対 す る 支 援 と し て 種 子 を 提 供 す る 他 に 、 配 合 施 設 の 輸 入 税 の 免 除 な

ど の 支 援 を 行 っ た 。  
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表 1-4 モ ンゴ ル 国 政府 の 飼 料・ 集 約 的 畜産 に 関 する 政 策 の 概要   

名 称  実 施 期 間

（ 年 ）  

主 な 内 容  

「 モ ン ゴ ル 国 政 府

に よ る 食 料 ・ 農 農

牧 業 に 対 す る 政

策 」  

（ 2 0 0 3 年 承 認 ）  

2 0 0 3～ 2 0 1 5  ①  遊 牧 及 び 集 約 的 畜 産 を 発 展 さ せ 、 高 品

質 で 安 全 な 食 料 ・ 原 材 料 を 国 内 市 場 に

供 給 す る と と も に 、 輸 出 を 拡 大 。  

②  地 域 の 拠 点 及 び 作 物 生 産 地 域 に お い て

集 約 的 畜 産 の 開 発 。  

③  飼 料 作 物 生 産 の 支 援 及 び 飼 料 生 産 中 小

企 業 の 設 立 に よ る 濃 厚 飼 料 利 用 率 の 拡

大 。  

④  （ 2 0 0 3 年 ～ 2 0 0 8 年 ） 集 約 的 畜 産 の 振

興 が 始 ま り 、 定 住 地 の 周 辺 に モ デ ル 農

場 を 設 置 。  

⑤  （ 2 0 0 8 年 ～ 2 0 1 5 年 ） 少 な く と も 2 0 %

の 遊 牧 民 が 定 住 ・ 半 定 住 生 活 様 式 に 移

行 。 牛 、 豚 、 家 禽 の 集 約 的 畜 産 農 場 が

都 市 ・ 居 住 地 周 辺 に 増 加 。  

「 集 約 的 畜 産 開 発

支 援 」 国 家  

プ ロ グ ラ ム  

（ 2 0 0 3 年 承 認 ）  

2 0 0 3～ 2 0 0 8  畜 産 と 作 物 生 産 が 適 切 に 結 合 し た 持 続 的

な 農 業 開 発 に よ り 、  

①  国 際 基 準 と 市 場 の 要 求 を 満 た す 良 質 な

食 料 生 産  
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②  国 民 へ の 食 料 供 給 の 改 善  

③  食 料 輸 入 の 削 減 を 図 る こ と を 目 的 と す

る が 、 そ の た め に は 、  

・ 集 約 的 畜 産 生 産 の 発 展 に 向 け た 経 済 的 ・

法 的 環 境 の 改 善  

・ 集 約 的 畜 産 生 産 の 地 域 的 発 展 と モ デ ル 農

場 設 立 へ の 支 援  

 

「 家 畜 飼 料 」 国 家  

プ ラ グ ラ ム  

（ 2 0 0 7 年 可 決 ）  

2 0 0 7～ 2 0 1 0  ①  飼 料 作 物 生 産 ・ 牧 草 地 改 良 に 対 す る 支

援 と し て 種 子 の 提 供  

②  飼 料 の 配 合 設 備 の 輸 入 税 の 免 除  

「 モ ン ゴ ル 家 畜 」  

国 家 プ ロ グ ラ ム  

（ 2 0 1 0 年 承 認 ）  

2 0 1 0～ 2 0 2 0  ①  牧 畜 業 の 持 続 的 発 展 を 支 援 す る 良 好 な

法 律 ・ 経 済 ・ 構 造 的 環 境 の 整 備  

②  家 畜 繁 殖 事 業 を 改 善 し 、 高 品 質 の 畜 産

品 ・ 原 料 の 生 産 性 ・ 生 産 量 の 向 上  

③  獣 医 サ ー ビ ス を 国 際 水 準 に ま で 向 上 さ

せ 、 モ ン ゴ ル の 家 畜 の 健 康 状 態 維 持  

④  リ ス ク 管 理 能 力 を 高 め る こ と に よ り 、

気 候 ・ 環 境 の 変 動 に 適 応 で き る 牧 畜 生

産 の 発 展  

⑤  家 畜 ・ 畜 産 品 を タ ー ゲ ッ ト と す る 市 場

の 開 発 、 適 切 な 加 工 ・ 流 通 構 造 の 構 築  

資 料 ： 食 料 農 牧 業 省 提 供 資 料 よ り 作 成  
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第 4 節  集 約 的 畜 産の 動 向 と 大 規 模 集 約 的 畜 産 の 増 加  

 

集約 的 畜 産は 、 計 画 経済 時 代の 1960 年 代か ら 酪 農場 、 養 豚 場、 養 鶏

場と い っ た大 規 模 な 国営 方 式 の農 場 が 中 国や ソ 連 の援 助 で 導 入さ れ た が、

1990 年の 市 場経 済 化以 降 、国 営 農 場の 民営 化 に よっ て 企 業 農場 へ 分 割さ

れ、 そ の ほと ん ど が 運転 資 金 不足 な ど に よっ て 崩 壊し た 。  

表 1－ 5 は、 モ ンゴ ルに お け る畜 種 別 農 家数 ・ 飼 養規 模 の 変 化お よ び

ウラ ン バ ート ル 市 の 占め る 割 合に つ い て であ る 。 集約 的 畜 産 は、 都 市部

にお け る 畜産 消 費 量 の増 加 と 政策 的 な 誘 導を 要 因 とし て 、2005 年以 降 モ

ンゴ ル 全 体で ど の 畜 種も 農 家 数と 飼 養 規 模が 増 加 して お り 、 その な かで

乳牛 の 47％ 、豚の 67％ 、鶏の 92％ が 首 都ウ ラ ン バー ト ル 市 周辺 で 飼 養

され て い る。  

 

農家数 飼養数 農家数 飼養数 農家数 飼養数 農家数 飼養数 農家数 飼養数 

（A) （B) （C) （D) （E) （F) （C/A) （D/B) （E/C) （F/D)

酪農 224 5,600 901 27,501 312 13,033 4.0 4.9 34.6 47.4

養豚 45 6,435 187 16,779 98 11,223 4.2 2.6 52.4 66.9

養鶏 61 112,240 217 451,705 206 415,042 3.6 4.0 94.9 91.9

合計 354 132,219 1,569 668,651 616 439,298 4.4 5.1 39.3 65.7

表1-5　畜種別農家数・飼養規模の変化およびウランバートル市の占める割合

（単位：戸、頭、羽、倍、％）

モンゴル全体 ウランバートル市 モンゴル全体の変化 ウランバートル市の

占める割合（2011年）

資料：モンゴル統計局「モンゴル農牧業統計」各年版より作成。

注：－はデータがないことを意味する。

2005年 2011年 （2011年） （2011／2005年）
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 さ ら に 、規 模 別 の 農家 数 を みる と 、 大 規模 ・ 中 規模 農 家 は 酪農 が 18

戸 、養 豚が 25 戸 、養鶏 が 38 戸 と実 数 的に は 少 ない 。だ が 、飼養 頭 羽数

でみ る と 、豚 の 84％（ 9 ,380 頭）、 鶏 の 63％ (26 万 51 羽 )が大 規 模 ・中

規模 農 家 によ る 飼 養 とな っ て いる（ 表 1 -6 を参 照 ）。つ ま り、集約 的 畜 産

は首 都 ウ ラン バ ー ト ルを 中 心 に成 長 し 、 畜産 物 生 産は 大 規 模 ・中 規 模農  

家に 集 中 して い る 。  

 

（単位：戸、頭、羽、％）

飼養規模 飼養規模 飼養規模

大規模 100頭以上 6 (2.0) 3千頭以上 5 (5.4) 2万羽以上 14 (6.6)

中規模 30頭～100頭未満 12 (3.9) 50頭～3千頭未満 20 (20.8) 5千羽～2万羽未満 24 (11.7)

小規模 30頭未満 294 (94.1) 50頭未満 72 (73.8) 5千羽未満 168 (81.7)

計 312 (100.0) 98 (100.0) 206 (100.0)

大規模、中規模

の飼養頭数

資料：モンゴル国家統計局「ウランバートル統計資料2012年」より作成。

表1-6　　ウランバートル市における畜種別・経営規模区分別の集約的畜産農家数と飼養頭羽数(2011年)

区分
酪農 養豚 養鶏

農家数 農家数 農家数

260,051

‐ （84％） （63％）

　　4）飼養規模3,000頭以上の大規模養豚農家数5戸の内、2戸は家畜疾病のため、廃業となっている(2011年8月聞き取り実施時点において)。

注：1）飼養規模の区分は、モンゴル食料農牧業省の定義を用いた。

　　2）（）は規模別の農家数割合である。

　　3）飼養頭数・羽数は、豚の84％（9,380頭）を大規模・中規模農家が所有している。

- 9,380

 

 

第 5 節  飼 料 流 通 経路 と 飼 料 産 業 の 動 向  

 

図 1－ 2 は、 モ ン ゴ ルに お け る飼 料 流 通 経路 を 示 す。 集 約 的 畜産 に お

いて は 国 産飼 料 の 他 に輸 入 飼 料も 供 給 さ れて い る 。 飼 料 輸 入 量は 年 々増

加し て お り、 輸 入 先 はロ シ ア と中 国 で あ る。 モ ン ゴル に お い ては 飼 料輸

入に 関 す る統 計 が な いた め 、 主な 輸 入 先 とな る 中 国 の 国 別 飼 料輸 出 量よ
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り推 定 す ると 、モ ン ゴル 向 け 輸出 量は 2005 年 の 1 ,580 ト ン から 2013 年

に は 1 .5 万 トン に 増 加し て い る。  

 

飼料原料
生産

飼料生産 流通段階 実需者飼料原料仕入れ

国内
穀物
農家

畜
産
農
家

中間業者

直売店

図1-2　飼料流通の経路

資料：聞き取り調査より作成

注：　　　　は飼料(完成品)の流れ、　　　　は飼料原料(穀物・添加剤）の流れを示す。

　
　　　　　小麦

直販

飼料(完成品)

トウモロコシ・添加剤

輸
入
業
者

中国、
ロシア

飼
料
企
業

 

 

一方 、 国 内に お ける 飼料 総 生 産量 、 とく に 集 約 的 畜産 農 家 用 の配 合 飼

料 は 、 近 年に お け る 飼料 需 要 の増 加 と 上 述し た 政 策的 支 援 を 背景 と して

回復 基 調 にあ る が 、 いず れ も 計画 経 済 時 代の 水 準 を大 き く 下 回っ て 推移

して い る（ 表 1 -7 を 参照 ）。集 約的 畜 産 農家 用 の 配合 飼 料 を 製造 し て いた

飼料 工 場・配合 施 設 は 、1990 年 の 市場 経済 移 行 にと も な っ て 、分 割・民

営 化 さ れ た後 、 崩 壊 した 。 そ れは 、 中 央 集権 体 制 下に あ っ た 行財 政 援助

や旧 ソ 連 から の 技 術 ・資 本 援 助が 途 絶 え 、農 薬 な どの あ ら ゆ る資 機 材が

不足 し 、需 要 者で あ る集 約 的 畜産 分 野 も 規模 縮 小 など を し た ため で あ る。

その 結 果、1989 年 に は 16 .9 万 トン の 配 合飼 料 が 生産 さ れ て いた が 、2000

年に は わ ずか 1 .1 万 トン ま で 落ち 込 ん だ 。2013 年 には 6 .6 万 トン の 配 合
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飼料 が 生 産さ れ て お り、 飼 料 需要 の 増 加 と前 述 し た 政 策 的 支 援を 背 景に

近年 は 回 復基 調 に あ る。  

 

1989 1990 2000 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013
増減

(07年基準）

乾草総収穫量 1,166.4 866.4 689.4 845.1 983.3 933.1 1030.9 912.3 1,137.3 1,195.2 1,175.1 1,169 1.3

麦わら 99.0 58.3 21.8 10.0 4.0 8.5 11.1 8.5 8.3 7.9 4.6 3.1 0.4

穀物くず ... 14.7 3.7 ... 6.3 3.1 2.4 11.9 11.1 4.5 14.4 10.0 3.2

配合飼料 169.4 57.5 11.0 16.4 25.0 22.3 26.3 39.3 65.8 34.1 38.2 65.6 2.9

自家製飼料(トン) 25.6 12.0 11.9 35.2 34.0 35.4 34.4 25.8 32.7 46.7 39.1 36.6 1.0

無機飼料　(トン) 49.2 42.4 25.5 44.6 48.5 50.5 53.8 44.4 48.0 55.6 36.6 31.8 0.6

合計
（飼料単位換算） 1027.3 696.4 357.4 468.5 535.6 513.4 560.5 499.2 618.6 663.2 624.6 609.8 1.2

表1-7　飼料別の生産量の推移
(単位：千トン、トン）

資料：モンゴル国立統計局「モンゴルの農業1971～1995年」（1996年),モンゴル国立統計局「モンゴル統計年鑑」（2003年、2005年、2009年）より作成

注：1)　配合飼料は飼料工場で作られた飼料である。集約的畜産用の他にフスマを主原料とする遊牧用の飼料も含む。

　　2)　自家製飼料は農家で作られた飼料、無機飼料とは主に天然塩のことであるが、いずれも単位がトンである。
　　3)　飼料単位(Feed unit=FU)は、エンバク1kgを1kgFUとして、乾草1kgは0.5kgFU、サイレージは0.2kgFUに相当するとしている

 

 

第 ６ 節  小 括  

 

この よ う に、 モ ンゴ ルに お い ては 配 合 飼 料の 購 入 を前 提 と す る 都 市 近

郊 型 ・ 大 規模 集 約 的 畜産 農 家 の成 立 に よ って 、 輸 入飼 料 の 増 大に も 象徴

され る よ うに 、 従 来 と異 な る 飼料 市 場 が 形成 さ れ 、拡 大 し て いる こ とが

統計 デ ー タよ り 解 明 され た 。  
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〈 注 釈 〉  

 

1）  1 9 9 1 年 5 月 に 「 国 有 財 産 民 営 化 法 」 が 制 定 さ れ た 。 そ れ は 、 1 9 9 1 年 5 月

3 1 日 ま で に 生 ま れ た 全 国 民 に 、一 人 当 た り 1 万 ト ゥ グ リ グ（ T G）分 の「 権

利 書 」（ バ ウ チ ャ ー ）を 配 布 し 、そ の 権 利 書 で「 各 自 が 国 有 財 産 を 買 い 取 る 」

と い う 形 で 民 有 化 す る と い う も の で あ る 。1 9 9 4 年 末 現 在 で バ ウ チ ャ ー の 配

布 率 は 9 9 . 5％ に 達 し 、商 業・サ ー ビ ス 部 門 の ほ ぼ 1 0 0％ 、家 畜 の 9 0％ の 私

有 化 が 完 了 し た 。 し か し 、 そ の ほ と ん ど は 資 金 不 足 、 技 術 者 不 足 な ど に よ

っ て 崩 壊 し て い っ た 。  

2）  同 消 費 量 標 準 は 、 季 節 ご と の 温 度 差 や 1 日 の 昼 夜 間 の 温 度 差 が 厳 し い モ ン

ゴ ル の 気 候 に 応 じ て 一 人 当 た り 食 肉 消 費 量 は 年 間 8 4 ㎏ 、 ミ ル ク は 1 5 4 . 4

㎏ 、 卵 は 7 . 3 ㎏ が 最 適 と し て い る 。  
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第 2 章  集約的畜産農家における規模拡大と飼料調達の変化  

―ウランバートル市近郊における集約的畜産農家を事例に―  

 

第 １ 節   本 章 の 課 題  

 

 本 章 の 課題 は 、酪 農、 養 豚 、養 鶏 とい った 集 約 的畜 産 農 家 を事 例 と

して 、 自 家生 産 ・ 自 家配 合 飼 料に 着 目 し なが ら 、 飼料 調 達 の 変化 を 明ら

かに す る こと を 課 題 とす る 。分 析対 象 は 、畜 種別 に 大規 模 農 家 2 戸 、中

規模 農 家 2 戸、 合 計 12 戸を 対 象 とす るが 、 大 規模 ・ 中 規 模層 に 限 定す

るの は 、 以下 の 理 由 によ る 。 一つ は 、 モ ンゴ ル 食 料農 牧 業 省 への 聞 き取

りに よ れ ば、 各 畜 種 にお け る 小規 模 農 家 の飼 料 調 達状 況 に つ いて 、 酪農

は放 牧 が メイ ン 、 養 豚、 養 鶏 にお い て は 食品 残 さ の利 用 が 大 半で あ り、

飼料 調 達 とい う 問 題 は生 じ に くい 。 も う 一つ は 、 国内 生 産 量 に占 め る大

規模 ・ 中 規模 農 家 の シェ ア で は養 豚 が 85％ （う ち 、 大規 模 65％ 、 中規

模 20％）、 養鶏 が 80％ （う ち 、 大規 模 が 60％、 中 規 模が 20％ ）を 占 め

る 1 ）。  

 

第 2 節  酪 農 家 に おけ る 規 模 拡 大 と 飼 料 調 達 の 変 化  

 

1． 酪 農 家 の 概 要 と 経 営 規 模 の 変 化  

酪農 は 、 所有 地 に畜 舎な ど の 一定 の 畜 産 施設 を 有 し、 秋 から 春に か け

ての 舎 飼 い期 間 が あ り、 飼 料 給与 が 行 わ れて い る こと が 遊 牧 との 相 違点

であ る 。 表 2－ 1 に 、酪 農 家 の概 要 と 経 営規 模 の 変化 を 示 し た。 経 営主
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が旧 国 営 酪農 場 に 勤 務し て い た D1 農 家 以外 は 2005 年 以降 経営 を 開 始し

てお り 、 新規 参 入 し た農 家 で ある 。 乳 専 用種 で あ るホ ル ス タ イン が ドイ

ツと 中 国 から 導 入 さ れて お り 、一 頭 当 た り年 間 出 荷乳 量 が 3、 000～ 4、

200 ㎏ と モン ゴ ル 全 体で の 平均 2,106 ㎏ 2 ）に 比 べ て 高 出荷 乳量 と な って

いる 。 次 に、 経 営 規 模の 変 化 では 、 経 営 開始 時 に 比べ て 2011 年 現在 は

大規 模 農 家、 中 規 模 農家 と も に飼 養 頭 数 の規 模 を 拡大 さ せ 、 それ に 伴っ

て出 荷 乳 量も 増 加 し てい る 。 経営 耕 地 面 積も 各 農 家に お い て 同様 に 拡大

して い る 。  

 

年間
出荷乳量

（㎏／頭）

個体
売却
(頭)

D1 2002 54 68 113 ホルスタイン 4,200 30 40ha増

D2 2005 51 61 104 ホルスタイン 3,900 無 40ha増

D3 2008 46 93 37 セメンタール 3,000 無 53ha増

D4 2009 44 52 33 ホルスタイン 3,240 無 50ha増11頭増

搾乳
牛

飼養
頭数

飼養品種

販売出荷

飼養頭数

経営規模の変化

出荷乳量
経営耕地面

積

中規模

資料：各農家への聞き取り調査より作成(2011年)
注：1）セメンタールは乳肉兼用種で、乳専用種であるホルスタインより乳量が低い。
　　2）モンゴルでは、年間搾乳期間が300日間であり、年間乾乳期間は60日間である。
　　3）経営耕地面積とは栽培面積のことであるが、牧草地が含まれていない。

100ｔ以上増

100ｔ以上増

10ｔ以上増

11ｔ以上増

大規模 34頭増

40頭増

31頭増

表2-1　酪農家の概要および経営規模の変化

農家
番号

飼養
規模

設立
（年）

経営
主

年齢

経営
耕地
面積

（ha）

 

 

2． 自 家 生 産 に よ る サ イ レ ー ジ 給 与 増 加 と そ の 要 因  

表 2－ 2 は、 酪 農家 の飼 料 調 達の 変 化 と 今後 の 意 向を 示 し た 。飼 料 を

栄養 価 に よっ て 分 類 する と 、 粗飼 料が 80％ 、濃 厚 飼 料が 20％の 割 合 で

給与 さ れ てい る 3 ）。 粗飼 料 は 自然 草 地 か らの 乾 草 が主 で あ り 、濃 厚 飼料
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は小 麦 の 副産 物 で あ るフ ス マ がほ と ん ど であ る が 、ビ ー ル 粕 や規 格 外小

麦も 一 部 利用 さ れ て いる 。 酪 農に お い て は配 合 飼 料で は な く 単体 飼 料で

あり 、 全 て国 産 原 料 であ る こ とが 特 徴 で ある 。 ま ず、 国 産 原 料の 利 用割

合に つ い ては 、 経 営 開始 時 と 2011 年 時 点に お い て変 化 は 見 られ な い。

続い て 、 自家 生 産 飼 料に つ い て種 類 別 に みる と 、 トウ モ ロ コ シと マ メ科

牧草（ ア ル フ ァル フ ァ ）のサ イ レ ージ の 給与 が 行 われ 、 20％ ～ 40％ を占

めて い る 。サ イ レ ー ジの 給 与 増加 に は 以 下の 理 由 があ る 。 一 つは 、 主な

粗 飼 料 で あ る 乾 草 の た め の 採 草 地 確 保 困 難 に よ る 価 格 高 騰 で あ る 。 D1、

D2、 D3 農家 は 草 資 源が 豊 富 な北 部 地 域 で地 域 の 行政 機 関 の 許可 を 得て

採草 地 を 借り 、自 ら 刈り 取 っ た上 で 、乾 草を 自 家 生産 し て い る 。し か し、

モン ゴ ル にお け る 砂 漠化 の 進 行、牧 羊力 4 ）を 上 回 る家 畜 飼 養 頭数 の 増 加、

草地 の 牧 草生 産 力 の 低下 な ど を背 景 に 採 草地 確 保 が困 難 と な って い る。

D4 農 家 は ト ラ ッ ク と 採 草 地 を 確 保 で き ず 、 乾 草 は 購 入 に よ る も の で あ

った 。D4 農家 に よ れば 、乾 草は 1 ㎏当 たり の 農 家購 入 価 格 が 2010 年 の

125TG 5 ） か ら 2011 年に は 175TG と 4 割値 上 が りす る な ど 、年々 上 昇 し

てい る 。 一方 、 サ イ レー ジ を 自家 生 産 し た際 の 生 産費 （ サ イ レー ジ 作り

は雇 用 労 働力 に よ っ て行 わ れ てい る ）が 140TG／ ㎏ と低 水 準 であ っ た 点

もサ イ レ ージ の 給 与 増加 を 促 した 。サ イ レー ジ 増 加の 理 由 の もう 一 つ は、

栄養 価 の 高い 濃 厚 飼 料の 必 要 性で あ る 。 国内 に お ける 濃 厚 飼 料は フ スマ

のみ で あ るた め 、 酪 農家 は 限 られ た 面 積 にお い て 栄養 価 の 高 い飼 料 をつ

くる 必 要 があ っ た 。  

飼料 調 達 に関 す る 今 後の 意 向 につ い て は 、次 の よ うな 特 徴が み ら れ る。

一つ 目 に は、 酪 農 家 は購 入 飼 料利 用 の 継 続を 指 向 して い る 点 が挙 げ られ
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る。 農 家 への 聞 き 取 りに よ る と、 土 地 不 足に よ る 採草 地 確 保 の困 難 化、

栄養 価 の 高い 濃 厚 飼 料の 必 要 性が 飼 料 購 入を 望 む 理由 で あ る 。二 つ 目に

は、 国 産 原料 利 用 の 維持 を 指 向し て い る 点で あ る 。輸 入 飼 料 は高 品 質で

ある も の の、 価 格 が 高く 、 手 続き が 煩 雑 なた め で ある 。  

 

自家生産
飼料

乾草 乾草 フスマ 乾草
サイ

レージ
乾草 フスマ

購入飼料の
利用

国産原料の
利用

D1 80 20 80 100 60 20 20 80 100 0 0 ○ ○

D2 80 20 80 100 60 20 20 80 100 0 0 ○ △

D3 80 20 80 100 50 30 20 80 100 0 0 ○ ○

D4 80 20 0 100 40 40 20 40 100 40 0 ○ △

54 54 100 67 100 13 033

中規模

平均 46 67

資料：各農家への聞き取り調査より作成(2011年)
注：1）濃厚飼料はビール粕、規格外小麦等も一部使用されているが、フスマが殆どである。何れも国産原料となる。
　　2）平均は、事例対象農家を規模別に単純平均した上で、表3において示した農家数の割合(大規模2％、中規模3.9％)によって加重平均した
       試算値である。
　　3）○は意向が強いこと、△は品質を重視するが、輸入原料でも良いことを意味する。

大規模

購入飼料
自家
生産
飼料
③

国産
原料
④

自家
生産
飼料

③－①

国産
原料

④－②

購入飼料
自家
生産
飼料
①

国産
原料
②

自家生産飼料

表2-2　酪農家における飼料調達の変化と今後の意向
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

飼養
規模

農家
番号

経営開始時　（A） 2011年(B)
飼料調達の変化
（B）－（A）

今後の意向

 

 

酪 農 家 に お い て は 乳 量 の 高 い 品 種 で あ る ホ ル ス タ イ ン が 導 入 さ れ て

おり 、 さ らに 経 営 開 始時 に 比 べて 経 営 規 模が 拡 大 して い る 。 そし て 、遊

牧と は 異 なり 、 飼 料 給与 が 行 われ て い る 。経 営 開 始時 か ら 2011 年ま で

一貫 し て 全量 を 国 産 原料 と し てい る 。 4 戸と も サ イレ ー ジ の 給与 を 始め

てい る が 、自 家 生 産 によ る サ イレ ー ジ 増 加は 、 主 な粗 飼 料 と なる 乾 草の
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ため の 採 草地 確 保 困 難に よ る 価格 高 騰 と 栄養 価 の 高い 濃 厚 飼 料の 必 要性

が要 因 で ある 。 し か し、 土 地 不足 に よ る 面積 の 拡 大困 難 と 栄 養価 の 不足

など 問 題 があ る た め 、購 入 飼 料の 利 用 を 指向 し て いる 。 ま た 、輸 入 飼料

は高 価 で 、煩 雑 な 手 続き を 必 要と す る た め、 国 産 原料 利 用 の 継続 に 対す

る意 向 が 強い 。  

 

第 3 節  養 豚 農 家 に お け る 規 模 拡 大 と 飼 料 調 達 の 変 化  

 

1． 養 豚 農 家 の 概 要 と 経 営 規 模 の 変 化  

表 2－ 3 は 、養 豚農 家の 概 要 と経 営 規 模 の変 化 に つい て で あ る 。P1  農

家以 外 は 他産 業 に 従 事し て い た人 が 開 始 して い る 。経 営 開 始 時に 比 べて

各農 家 に おい て 飼 養 頭数 が 増 加し て い る 。従 っ て 、 4 戸 の う ち 3 戸 は豚

肉出 荷 量 も増 加 し て いる が 、P4 農 家の そ れは あ ま り変 化 し て いな い 。そ

れは 他 の 農家 が 屠 殺 して 食 肉 とし て 出 荷 して い る のに 対 し て 、P4 農 家は

経営 規 模 を拡 大 す る 際に 、 大 規模 の P2 農家 か ら 子豚 肥 育 を 受託 し 、子

豚肥 育 に 専念 し た た めで あ る 。経営 面 積 に関 し て は 、P2 農 家 以外 に 変 化

がみ ら れ ない 。 P2 農家 は 小 麦 栽 培 を 行 うた め 面 積を 400ha 拡 大 して い

る 。  
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出荷する
までの

肥育期間
(日齢)

豚肉
出荷量

(ｔ／月)

個体
売却
(頭)

P1 2003 58 2 4,000 180 23 30 100頭以上増 10ｔ以上増 変化少

P2 2004 54 500 3,500 156 19 50 100頭以上増 10ｔ以上増 400ha増

P3 2001 52 0.5 65 240 1.3 50 50頭増 1t以上増 変化少

P4 2003 48 0.6 60 180 1 45 50頭増 変化少 変化少

設立
(年)

経営
主

年齢

経営
面積

（ha）

飼養
頭数

（頭）

表2-3　養豚農家の概要および経営規模の変化　

中規模

資料：各農家への聞き取り調査より作成(2011年)

販売出荷
経営規模の変化

飼養頭数 出荷豚肉量
経営面

積

大規模

飼養
規模

農家
番号

 

2． 自 家 配 合 飼 料 の 増 加 と そ の 要 因  

養 豚 農 家 の 飼 料 調 達 の 変 化 と 今 後 の 意 向 に つ い て み る と 、 養 豚 で は 、

配合 飼 料 が給 与 さ れ てお り 、国 産 原料 の 小麦 の 他 にア ミ ノ 酸 、ビ タ ミン 、

ミネ ラ ル とい っ た 添 加剤 （ 以 下、 添 加 剤 とす る ） の輸 入 原 料 が一 部 利用

され て い る （ 表 2－ 4 を参 照）。  

P1  農 家 は韓 国 人 が 経営 す る 農家 で あ る 。経 営 開始 時 は国 産 原料 75％、

輸入 原 料 25％ の割 合で 飼 料 の自 家 配 合 を行 っ て いた が、飼 養頭 数 が 増加

する に つ れて 労 働 力 が 不 足 し た。 そ の た め、 飼 料 生産 を 停 止 せざ る を得

なく な り 、国 内 に お ける 国 産 原料 が 90％、 輸 入 原料 が 10％の 割 合 で配

合さ れ た 国産 飼 料 を 購入 す る よう に な っ た。 し か し、 栄 養 価 が低 く 、生

産性 に 影 響し た た め 、入 添 加 剤を 加 え て いる 。 よ って 、 飼 料 費は 国 産飼

料の 購 入 価格 440TG／ ㎏ に 添加 剤 の 20TG／ ㎏ 分 を加 え た もの と な って

いる 。 P2 農 家は 国 産の 飼 料 を購 入 し て いた が 、 購入 先 の 企 業が 倒 産 し、

その 後 他 の企 業 か ら 飼料 を 購 入し た が 、 低品 質 で あっ た 。  
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国産
原料
①

輸入
原料
②

国産
原料
③

輸入
原料
④

国産
原料
⑦

輸入
原料
⑧

国産
原料
⑨

輸入
原料
⑩

購入飼料の
利用

国産原料の
利用

P1 75 25 100 75 10 81 9 10 81 -90 6 ○ ○

P2 90 10 0 90 94 6 100 94 100 4 ○ ○

P3 90 10 0 90 80 18 2 80 98 80 8 ○ ○

P4 100 100 100 94 6 0 94 -100 -6 ○ ○

40 10 45 5 50 85 46 6 44 4 52 90 2 5

飼料調達の変化
（B）－（A）

平均

購入飼料

国産原料
⑫＝⑦＋⑨

国産原料
⑥＝①＋③

国産
原料

⑫－⑥

表2-4　養豚農家における飼料調達の変化と今後の意向
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

飼養
規模

農家
番号

経営開始時　(A) 2011年 (B)

資料：各農家への聞き取り調査より作成（2011年）
注　1）平均は、事例対象農家を規模別に単純平均した上で、国内生産に占めるシェア(大規模65％、中規模20％)によって加重平均した試算値である。
　　2）○は意向が強いことを意味する。

中規模

大規模

購入飼料 
自家
配合
飼料

⑪＝⑦＋⑧

今後の意向

自家
配合
飼料

⑪－⑤

自家
配合
飼料

⑤＝①＋②

自家配合飼料 自家配合飼料

 

その た め 、2010 年 に は飼 料 工 場 を 建 設 し 、国産 原 料 と輸 入 添 加剤 を 使

っ て 自 社 工 場 に お い て 飼 料 を 製 造 し て い る 。 添 加 剤 は 中 国 か ら 毎 月 40

トン 輸 入 して い る 。 同農 家 は また 、 飼 料 原料 を 確 保す る た め 小麦 栽 培を

行っ て お り、輸入 原 料の 配 合 割合（ 10％ ）を より 少 な くす る ため 、添 加

剤の 一 部 に天 然 塩 の 利用 も 行 って い る 。 さら に 、 飼料 工 場 の 運転 資 金を

確保 す る ため 、現 金 決済 を 条 件と し て 他 の農 家 に 対し 販 売 も 行っ て い る。

こう し た 取り 組 み の 結果 、生 産 費（ 自家 労賃 は 含 まな い ）は 315TG／ ㎏

とな り 、 国産 飼 料 価 格に 比 べ て安 い 飼 料 費と な っ てい る が 、 飼料 設 計に

関す る 技 術者 不 足 の 問題 が ある 6 ）。  

続い て 、 中規 模 層 の P3 農 家は 国 産の 購入 飼 料 を利 用 し て いた が 、 肥

育豚 用 の 飼料 が 2010 年の 399TG／ ㎏ か ら 2011 年 に 440TG／㎏ と 高 騰

して 経 営 を圧 迫 し た ため 、購 入飼 料 は 離 乳期 間（ 生後 1 か 月 から 3 か月
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まで の 間 ）に 限 定 し 、そ れ 以 外の 期 間 は フス マ 、 野菜 残 さ な どに よ る自

家配 合 飼 料に 変 更 し た 。しか し 、自 家配 合飼 料 は 280TG／㎏（ 自 家労 働

力を 含 ま ない ）と 購 入飼 料 の 440TG／㎏ に比 べ て 安い も の の 、ビ タミ ン、

微量 元 素 など の 栄 養 素が 不 足 し 、肥 育 期 間が 240 日 と 長 くな る傾 向 が あ

る 。P3 農家 は 中規 模 農家 で 購 買量 が 少 な いた め 、独 力で 添 加 剤を 輸 入 す

るの は 難 しい 。  

同じ く 中 規模 の P4 農家 に つ いて は 、 フ スマ と 野 菜残 さ と い った 国 産

原料 に よ る自 家 配 合 飼料 を 給 与し て い た が、肥 育期 間 の長 期 化を 理 由 に、

大規 模 の P2 農 家 か ら子 豚 の 肥育 を 受 託 する と 同 時に 、 飼 養 管理 の 指導

も受 け 、 飼料 供 給 も 仰ぐ こ と にな っ た 。  

今後 の 意 向に つ い て は、 購 入 飼料 と 国産 原料 の 利 用継 続 ・増 加に 対 す

る意 向 が 強い 。 そ れ は、 自 家 配合 飼 料 は 栄養 価 が 低い た め 肥 育期 間 が長

くな る 傾 向が あ り、労働 力 や 飼料 設 計 に 関す る 技 術者 不 足 の ため で あ る。 

養豚 農 家 では 、2011 年時 点 で、自 家 配合 飼料 と 国 産原 料 の 利 用割 合 が

平均 的 に みる と 微 増 して い る が、 規 模 間 だけ で は なく 同 じ 規 模に お いて

も 飼 料 調 達 に 違 い が 生 じ て い る 。 P1 農 家 は 労 働 力 が 不 足 し た た め 、 P4

農家 は 自 家配 合 飼 料 の品 質 が 低い た め 、 自家 配 合 飼料 が 減 少 して い る。

それ に 対 して 、P2 農家 と 中 規模 の P3 農家 は 、購 入飼 料 の 品質 の 低 さと

価格 高 騰 を要 因 と し て自 家 配 合飼 料 が 増 加し て い る。 し か し 、全 戸 に共

通し て 、 購入 飼 料 と 国産 原 料 の利 用 に 対 する 意 向 が強 い 農 家 が多 く 、自

家配 合 飼 料は 添 加 剤 の入 手 困 難に よ る 栄 養不 足 、 飼料 設 計 技 術者 の 不足

が問 題 点 とし て 挙 げ られ た 。  

 



28 

 

第 4 節  養 鶏 農 家 にお け る 規 模 拡 大 と 飼 料 調 達 の 変 化  

 

1． 養 鶏 農 家 の 概 要 と 経 営 規 模 の 変 化  

表 2－ 5 は、 養 鶏農 家の 概 要 と経 営 規 模 の変 化 を 示し た も の であ る 。

いず れ の 農家 も 新 規 参入 し た 農家 で あ る 。養 鶏 農 家は 、 4 戸 いず れ も中

国内 モ ン ゴル か ら 導 入さ れ た 鶏（ 雛 ） を 飼育 し て おり 、 飼 料 （完 成 品）

も輸 入 さ れて い る 。 1 羽当 た りの 卵 の 出 荷量 の 規 模間 格 差 が 大き い が、

これ は 大 規模 農 家 の 生産 過 程 にお い て 給 餌装 置 、 給水 器 、 自 動集 卵 機、

除ふ ん 機 など の 機 械 が整 備 さ れて い る な ど、 飼 養 管理 の 相 違 が一 因 であ

る。 続 い て、 経 営 規 模の 変 化 につ い て で ある が 、 各農 家 に お いて 経 営開

始時 に 比 べて 2011 年に お い ては 飼 養 羽 数が 増 加 し、 卵 の 出 荷量 も 増加

して い る 。経 営 面 積 に関 し て は、C2 農 家 が飼 料 原 料と し て 小 麦を 栽 培す

るた め に 150ha 増 加し て い るの に 対 し 、他 の 農 家は 変 化 が 少な い 。  

 

卵
出荷量

(万個／月)

1羽
当たり

卵出荷量
(個／月)

C1 2004 29 18 10 270 27 20万羽増 100万個以上増 変化少

C2 2003 32 200 10 240 24 30万羽増 100万個以上増 150ha増

C3 2006 46 5 1.4 30 21.4 1万羽増 10万個以上増 変化少

C4 2005 44 2 0.8 18 22.5 5千羽増 10万個以上増 変化少

表2-5　養鶏農家の概要および経営規模の変化

飼養
規模

農家
番号

設立
(年)

経営
主

年齢

経営
面積

（ha）

飼養
羽数
（万
羽）

販売出荷
経営規模の変化

飼養羽数 卵出荷個数 経営面積

大規模

中規模

資料：各農家への聞き取り調査より作成(2011年)
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2． 自 家 配 合 飼 料 の 増 加 と そ の 要 因  

 表 2－ 6 に は、養 鶏 農家 の 飼 料調 達 変 化 と今 後 の 意向 に つ い て示 し た。

養鶏 農 家 は、輸 入 飼 料へ の 依 存が 最 も 高 く 、80％ ～ 100％ を 占め て い る。

全て 中 国 産の 配 合 飼 料で あ る が、 主 原 料 はト ウ モ ロコ シ で あ り、 副 原 料

は大 豆 粕 であ る 。2011 年 時 点に お いて 、大規 模 農 家で は 輸 入 飼料 の 完 成  

品 の み 利 用 し て い る の に 対 し 、 中 規 模 農 家 で は 自 家 配 合 飼 料 が 10％ ～

20％ を 占め て い る。  

 大 規 模 農家 で は 単 独で 飼 料 を輸 入 し て いる が 、 以下 の 理 由 によ っ て供

給が 不 安 定な 状 況 に ある 。 一 つは 、 中 国 のト ウ モ ロコ シ 価 格 が 2005 年

の 1 .3 元 ／ ㎏か ら 2011 年 に は 2 .27 元 ／㎏ と 上 昇し 、飼 料 価格 が 高 騰し

たこ と で ある 7 ）。 も う一 つ は 、中 国 人 民 元の 為 替 レー トが 2006 年 の

147 .9T G／ 元 から 2011 年 には 221 .6T G／元 と 上 昇し た こ と であ る 8 ）。

これ に 対 して 、 中 規 模農 家 で は飼 料 輸 入 を共 同 化 する こ と に よっ て 、大

量輸 入 に よる 値 引 き のメ リ ッ トを 獲 得 し てい る 9 ）。 C3、 C4 農家 は そ れ

ぞ れ 飼 養 羽 数 1 万 羽 ク ラ ス の 3 戸 の 農 家 と 共 同 輸 入 し て い る 。 し か し 、

共同 し た 農家 が キ ャ ンセ ル す るこ と も 多 く、 そ れ によ っ て 輸 送単 価 が高

くな る だ けで な く 、 輸出 元 と の値 引 き 交 渉も 振 出 しに 戻 る な どの 問 題も

起き て い る。 そ の た め、 中 規 模農 家 は 安 価で 容 易 に入 手 で き る原 料 、小

麦と 飼 料 添加 物 と し て用 い ら れる 骨 粉 、 天然 塩 な どを 購 入 し て、 輸 入飼

料に 加 え 自家 配 合 し てい る 。C3 農 家 に よ れば 、輸 入飼 料 の 価 格は 685TG

／㎏ で あ るが 、 国 産 飼料 を 20％ 利 用す るこ と に よっ て 、 飼 料費 用 を

650TG／ ㎏ と約 5％ 削減 で き てい る と の こと で あ る。 こ の よ うに 、 養 鶏

農家 全 体 では 主 な 輸 入国 で あ る中 国 に お け る 飼 料 価格 高 騰 、 為替 相 場の  
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変動 を 一 因と し て 飼 料供 給 が 不安 定 な 状 況 に あ る なか 、 中 規 模農 家 では

数量 確 保 が困 難 な た め、自 家配 合 飼料 と 国産 原 料 が 利 用 が 増 加し て い る。 

今 後 の 意 向 に つ い て は 、 大 規 模 農 家 は 政 府 か ら の 支 援 を 受 け な が ら 、

自社 生 産 を計 画 し て い る 1 0 ） の に 対し 、 中規 模 養 鶏農 家 は 自 家配 合 に 取

り組 み つ つも 、 飼 料 設計 に 関 する 技 術 者 不足 に 悩 んで お り 、 自家 配 合飼

料を 縮 小 する 意 向 が 強い 。 全 戸と も 国 産 原料 の 利 用意 向 が 強 いが 、 それ

は輸 入 飼 料の 価 格 高 騰と 輸 出 規制 を 一 因 とし て 供 給が 不 安 定 な状 況 にあ

るた め で ある 。  

 

 

購入飼料
自家配合

飼料
購入
飼料

輸入原料
①

国産原料
④

輸入原料
⑤

購入飼料の
利用

国産原料の
利用

C1 100 0 0 100 0 0 0 0 △ ○

C2 100 0 0 100 0 0 0 0 × ○

C3 100 0 0 20 80 20 20 20 20 ○ ○

C4 100 0 0 10 90 10 10 10 10 ○ ○

100 0 0 4 96 4 4 4 4平均

資料：各農家への聞き取り調査より作成（2011年）
注：1）購入飼料は完成品の輸入飼料である。
　　2）平均は、事例対象農家を規模別に単純平均した上で、国内生産に占めるシェア(大規模60％、中規模20％)によって
　　　　加重平均した試算値である。
　　3）○は意向が強いこと、△は意志のみであること、×は意向が全くないことを意味する。

中規模

国産
原料

⑦－③

大規模

自家
配合
飼料
②

飼養
規模

農家
番号

経営開始時（A） 2011年現在 (B)

表2-6　養鶏農家における飼料調達の変化と今後の意向
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：％）

飼料調達の変化
（B）－（A）

今後の意向

国産
原料
③

自家
配合
飼料

⑥＝④

国産
原料

⑦＝④

自家
配合
飼料

⑥－②
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養鶏 農 家 では 各 農 家 にお い て 飼養 規 模 が 拡大 し て おり 、 飼料 は輸 入 へ

の依 存 が 高い 。 主 な 輸入 国 で ある 中 国 に おけ る 飼 料価 格 高 騰 、お よ び人

民元 の 上 昇に よ っ て 飼料 供 給 が不 安 定 な 状況 に あ る。 中 規 模 養鶏 農 家に

おい て は 共同 輸 入 を 行っ て い るも の の 、 その 取 組 み自 体 に 不 安定 性 を抱

えて い る 。そ の た め 、国 産 原 料を 使 っ て 自家 配 合 を行 う な ど 、輸 入 飼料

依存 体 質 から 脱 皮 す る取 り 組 みを 行 っ て いる 。 し かし 、 輸 入 飼料 の 供給

不安 定 性 の問 題 は 依 然と し て 残っ て い る 。国 産 原 料の 利 用 に 対す る 意向

が強 い 一 方、 飼 料 の 調達 方 法 につ い て は 、大 規 模 農家 が 自 ら 飼料 生 産に

参入 す る 考え で あ る のに 対 し 、中 規 模 農 家で は 自 家配 合 を 縮 小し 、 購入

飼料 拡 大 を希 望 す る など 規 模 間の 違 い が 見ら れ た 。  

 

第 5 節  小 括  

 

個別 農 家 レベ ル に お いて も 規 模拡 大 が 進 んで い る 。飼 料 調達 は畜 種 別

に異 な っ てお り 、 酪 農で は す べて 国 産 原 料で あ る のに 対 し て 、養 豚 では

添加 剤 の み輸 入 品 で あり 、国 産原 料 の 利 用割 合 が 高い 。一 方 、養鶏 で は、

中国 内 モ ンゴ ル か ら 鶏を 輸 入 し、 経 営 開 始し た た め、 輸 入 飼 料へ の 依存

が高 い こ とが 解 明 さ れた 。  

飼料 調 達 は、 畜 種別 だけ で な く規 模 間 に も違 い が ある も の の 、購 入 飼

料の 価 格 高騰 、 低 品 質、 ま た は輸 入 飼 料 の価 格 高 騰、 数 量 確 保困 難 など

を要 因 と して 、自 家 生産 飼 料・自 家配 合 飼料 と 国 産原 料 が 増 加し て い る。

しか し 、 今後 の 意 向 とし て 国 産原 料 の 利 用維 持 を 指向 す る 一 方、 自 家生

産・自 家 配合 飼 料 は 土地 不 足 、栄 養 不 足 、技術 者 不足 の 問 題 があ る た め、
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購入 飼 料 の利 用 を 増 やす 意 向 を持 つ 農 家 が多 い こ とが 明 ら か とな っ た。  

以上 の 通 り、 モ ンゴ ル国 内 に おい て は 未 だ飼 料 供 給体 制 が 確 立さ れ て

いな い 状 況で あ り 、 その 中 で 個別 畜 産 農 家に お い ては 自 家 生 産・ 自 家配

合飼 料 と 国産 原 料 が 増加 傾 向 にあ る 。 こ のよ う な 飼料 調 達 の 変化 は 、飼

養規 模 の 拡大 と も 相 まっ て 、 価格 高 騰 な ど飼 料 購 入が 困 難 と なっ た こと

への 対 応 であ る と い え る 。 し かし 、 自 家 飼料 は 栄 養不 足 や 飼 料生 産 にか

かわ る 技 術者 不 足 の 問題 に 直 面し て お り 、集 約 的 畜産 農 家 は 規模 拡 大と

も相 ま っ て、 利 便 性 がよ く 、 労 働 力 削 減 にも つ な がる 購 入 飼 料を 利 用し

たい 意 向 が強 い こ と が解 明 さ れた 。  
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〈 注 釈 〉  

 

1）  養 豚 に つ い て は モ ン ゴ ル 食 料 農 牧 業 省 に よ る 情 報 で あ る が 、養 鶏 に つ い

て は 、 C 1 農 家 か ら の 情 報 で あ る 。  

2）  小 宮 山 [ 1 5 ]， p p . 15 1 に よ る 。  

3）  粗 飼 料 は 繊 維 が 多 く エ ネ ル ギ ー 、蛋 白 質 の 少 な い 飼 料 で あ る 。こ れ は 草

食 動 物 に と っ て は 基 礎 飼 料 と し て 健 康 維 持 に は 不 可 欠 の も の で 、生 理 的

意 義 は 大 き い 。 粗 飼 料 に は 、 野 草 、 牧 草 、乾 草 、青 刈 飼 料 作 物 、 サ イ レ

ー ジ 、根 菜 類 、樹 葉 類 、ワ ラ 類 な ど が 含 ま れ る 。濃 厚 飼 料 は 繊 維 含 量 が

少 な く 、含 有 エ ネ ル ギ ー や 蛋 白 質 の 多 い 飼 料 で あ る 。濃 厚 飼 料 に 含 ま れ

る の は 、 種 実 類 、 糠 類 、 植 物 性 油 粕 類 、 動 物 質 飼 料 な ど で あ る 。  

4）  牧 羊 力 と は 、草 地 の 再 生 産 能 力 を 破 壊 し な い 条 件 下 に お い て 草 地 の 一 定

面 積 に 家 畜 が 何 頭 飼 養 で き る か を 意 味 す る 。モ ン ゴ ル の 全 草 地 面 積 に お

け る 牧 羊 力 は 6 , 2 2 0 万 頭 （ 羊 換 算 頭 数 ） で あ る と さ れ て い る 。 20 11 年

現 在 、 全 家 畜 頭 数 が 6 . 0 2 4 万 頭 と 牧 羊 力 を 下 回 っ て お り 、 2 0 1 0 年 に 発

生 し た 雪 害 の（ ゾ ド ）に よ る 被 害 が 大 き か っ た た め で あ る 。そ の 前 年 の

2 0 09 年 で み る と 、 そ れ が 6 , 7 2 7 万 頭 と 牧 羊 力 を 8 . 5％ 上 回 っ て い る 。  

5）  TG は モ ン ゴ ル の 通 貨 ト グ リ グ の こ と で あ り 、レ ー ト（ 2 0 11 年 8 月 ）は

1 円 ＝ 1 6 . 7 TG で あ る 。  

6）  飼 料 設 計 に か か わ る 技 術 者 の 育 成 は モ ン ゴ ル 国 立 農 業 大 学 の 畜 産 学 部

獣 医 学 科 の み で あ る 。数 年 前 に 、飼 料 専 門 の 学 科 を 立 ち 上 げ た が 、入 学

希 望 者 が 少 な か っ た た め 、 断 念 し た 。 2 0 1 5 年 現 在 、 飼 料 設 計 、 ま た 飼

料 基 準 策 定 に か か わ る 技 術 者 は 二 人 で あ る が 、二 人 と も 博 士 後 期 課 程 に
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留 学 中 で 不 在 で あ る 。  

7）  h t tp : / / l i n . a l i c . go . j p / a l i c / mo n th /d om efo re / 2 0 1 2 / a pr / wre po 0 2 .h t m よ り

引 用 。  

8）  2 0 14 年 6 月 現 在 、 さ ら に 上 昇 し て 2 9 2 TG／ 元 と な っ て い る 。  

9）  飼 料 の 輸 入 価 格 は 、C 1 農 家 が 6 6 0 TG／ ㎏ 、C 2 農 家 が 6 6 8 TG／ ㎏ 、 C 4   

農 家 が 6 8 0 TG／ ㎏ で あ り 、 規 模 間 格 差 は な い 。  

1 0）  C 2 農 家 は 2 0 1 4 年 か ら 飼 料 原 料 と し て 小 麦 の 栽 培 を す る 計 画 で あ る 。  

C1 農 家 は 意 志 の み で あ る 。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://lin.alic.go.jp/alic/month/domefore/2012/apr/wrepo02.htm
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第 3 章  中国飼料メーカーのモンゴル向け輸出行動  

 

第 １ 節   本 章 の 課 題  

 

 本 章で は 、モ ン ゴ ル向 け 輸 出を 行 っ て いる 中 国 飼料 メ ー カ ー 6 社 へ

の聞 き 取 りに 基 づ き 、製 品 の 特徴 、 取 引 価格 と 支 払条 件 、 販 売促 進 、輸

出経 路 と いっ た 4 点か ら そ の輸 出 行 動 を明 ら か にす る こ と を課 題 と し、

分析 を 行 う。  

 

第 ２ 節   中 国 に お け る 飼 料 輸 出 と モ ン ゴ ル 向 け 輸 出 の 推 移  

 

表 3－ 1 は、 中 国に おけ る 配 合飼 料 総 輸 出量 及 び モン ゴ ル 向 け輸 出 量

の推 移 を 示す 。 中 国 にお け る 配合 飼 料 総 輸出 量 は 近年 増 加 傾 向に あ る。

総輸 出 量 が 2008 年 の 19 ,190 万ト ン か ら 2009 年 の 12 ,403 万ト ン ま で大

き く 減 少 した 要 因 の 一つ と し ては 、中国 政府 が 2007 年 から 2008 年に わ

たり 穀 物 など の 国 際 価格 の 高 騰か ら 内 外 価格 差 が 拡大 し 、 中 国 か ら 穀物

など の 輸 出が 加 速 し たこ と か ら、 国 内 へ の食 糧 供 給を 確 保 す ると と もに

食糧 価 格 を安 定 さ せ るた め に 飼料 輸 出 規 制を 2009 年 に 実 施 した こ とが

考え ら れ る。  

モン ゴ ル 向け 輸 出 量 は、 2000 年に 3,877 トン で あ った が 、 2004 年 に

は 585 トン ま で 減少 した 。その 背 景に は 、モ ン ゴル に おけ る 市場 経 済 へ

の移 行 に 伴う 社 会 的 な混 乱 に よっ て 国 営 方式 の 大 規模 な 養 豚 ・養 鶏 場等

が次 々 と 廃業 し た こ とが あ げ られ る 。 そ の後 、 集 約的 畜 産 経 営が 盛 んに
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なっ て き た 2005 年 頃 1 ） か らは 増 加に 転じ 、 2004 年 に比 べて 約 3 倍 の

1,584 ト ンま で 増 加 して お り 、更 に 2011 年 に は 14 ,788 ト ン と 増 加 して

いる 。  

輸出 価 格 に関 し て、全体 の 平 均価 格は 2005 年 と 2011 年 対 比で は 1 ト

ン当 た り 371 .1 ド ル から 659 .2 ドル と 高 騰し て い るの に 対 し て、 モ ンゴ

ル向 け の 輸出 価 格は 63.2 ド ル ／ トン か ら 166 .8 ドル ／ ト ンと なっ て い る。 

モン ゴ ル 向け 輸 出 飼 料の 産 地 別統 計 が な いが 、 農 家へ の 聞き 取り で は、

モン ゴ ル 向け 輸 出 飼 料は 内 モ ンゴ ル 産 が メイ ン で ある こ と が わか っ た。  

 

2000 141,690 3,877 (2.7) 4,204 44 (1.1) 297 114 (35.4)

2001 140,479 1,950 (1.4) 3,894 32 (0.8) 277 163 (29.4)

2002 91,963 422 (0.5) 2,875 5 (0.2) 313 126 (5.9)

2003 76,366 757 (1.0) 2,553 6 (0.2) 334 82 (7.3)

2004 80,646 585 (0.7) 2,688 6 (0.2) 333 101 (6.6)

2005 75,897 1,584 (2.1) 2,817 18 (0.6) 371 112 (17.0)

2006 84,598 3,539 (4.2) 3,399 38 (1.1) 402 107 (27.8)

2007 115,055 6,894 (6.0) 4,952 95 (1.9) 430 138 (44.7)

2008 191,902 10,028 (5.2) 9,098 125 (1.4) 474 125 (29.0)

2009 124,040 10,412 (8.4) 6,779 140 (2.1) 547 134 (37.7)

2011 183,607 14,788 (8.1) 12,103 202 (1.7) 659 137 (25.3)

2012 230,535 14,278 (6.2) 16,157 202 (1.3) 619 141 (22.8)

2013 351,576 15,008 (4.3) 14,272 255 (1.8) 460 170 (37.0)

増減
（05年基準）

4.6 9.5 5.1 14.3 1.2 1.5

モンゴル向け

資料：「中国海関統計年鑑」より作成
注：1）（　）は全体に占める比率である。

　　2）　配合飼料は家畜用飼料からペット用、水産用も含まれる。

　　3）　FOB価格である。
　　4）　モンゴル向け輸出価格が全体に比べて安いのは、品目によって異なるためである。
　　　　　品目名が記述されていないが、2011年以降の主要な配合飼料輸出国は日本、韓国と
          なっており、国別輸出価格は日本が771ドル、韓国が362ドルである。

表3－1　中国における配合飼料総輸出量およびモンゴル向け輸出の推移

年度

総輸出量
(トン)

総輸出金額
(万ドル)

輸出価格平均
(ドル／トン)

モンゴル向け モンゴル向け
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第 3 節  飼 料 メ ー カー の 概 要 お よ び 輸 出 量 の 変 化 と そ の 理 由  

 

表 3－ 2 は、モ ン ゴル 向け 飼 料 輸出 を 行 っ てい る 飼 料メ ー カ ー 6 社の 概

要を 示 し たも の で あ る。同 表で み る よう に、 6 社 は、F2 社 以 外は 何 れ も

内モ ン ゴ ルに 所 在 し てい る 企 業で あ り 、 輸出 先 は モン ゴ ル の みで あ る。

F2  社 は 本社 が 北 京 にあ り、本 社 では ア メリ カ、韓 国 にも 輸 出し て い る。

2011 年 度 でみ る と 、 6 社 のの う ち F3 社、 F 4 社、 F 6 社 の 3 社 は 輸出 を

行っ て い ない こ と が 同表 に お いて 確 認 で きる 。  

年間 生 産 量は 2 万ト ン～ 18 万 トン と 企 業の 規 模 差が 大 き い 。 2011 年

現在 、 合 計年 間 輸 出 量が 17 ,500 ト ン で ある が 、 そ の 内 訳 は 鶏卵 用 配合

飼料 が 89 .7％、 豚 用配 合 飼 料が 5.1％ 、そ の 他 に羊 用 配 合 飼料 が 5 .1％

であ る 。 羊用 配 合 飼 料は 自 然 災害 が 発 生 した 緊 急 時の み 輸 出 され る 。  

 表 3－ 3 は 、各 社 にお け る 年間 輸 出 量 の変 化 と その 理 由 を みた も の で

ある 。同 表 か らみ る よう に、輸 出 量が 増 加し て い るの は F1 社と F2 社で

ある が 、 F5 社 は 2011 年 か ら新 た に輸 出を 開 始 して い る。前者 は 、産 地

にお け る 規模 拡 大 に 伴っ て 需 要量 が 増 加 した こ と と、 A 社は 技術 指 導 を

行っ た こ とが 理 由 で ある 。 一 方、 後 者 は 中間 業 者 から 引 合 い があ っ たた

めで あ る 。そ れ に 対 して 、 F3 社が 2008 年 、F4 社 と F 6 社 が 2009 年 以

降そ れ ぞ れ輸 出 を 行 って い な い。 3 社 に おい て 飼 料輸 出 が 停 止し た 理 由

は、 国 内 飼料 価 格 が 高騰 を 受 けて 、 モ ン ゴル か ら の注 文 が 切 れた か らで  

ある 。 中 国国 内 に お ける 飼 料 需要 の 増 加 によ る 価 格高 騰 は 周 知の 通 りで

ある が 、主 な原 料 と なる ト ウ モロ コ シ 価 格を み る と 、2005 年 1 .3 元 ／ ㎏

か ら 2011 年 には 2 .27 元 ／㎏ と 高 騰し てい る 。また 、政府 によ る 輸 出規
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制な ど も 背景 に あ る と考 え ら れる 。中 国 政府 は 、 2007 年か ら 2008 年 に

わた る 穀 物な ど の 国 内外 価 格 差の 拡 大 に より 、 中 国の 穀 物 輸 出が 加 速し

たこ と か ら、主要 穀 物に 対 し て① 輸 出 戻 し税 の 廃 止、②輸 出 関税 の 導 入、

③輸 出 割 当管 理 対 象 への 追 加 とい っ た 輸 出規 制 措 置を 打 ち 出 した 2 ）。ま

た 、 大 多 数の 零 細 飼 料企 業 は （ 2011 年 時点 で 、 10 ,843 企 業） 技 術 水準

が低 く 、 飼料 安 全 上 の問 題 が 懸念 さ れ て いる こ と から 、 国 内 にお け る飼

料の 安 全 水準 の 向 上 に向 け て、飼 料企 業 の合 併 、大 規 模化 を 進め て お り、

その た め には 飼 料 お よび 飼 料 添加 物 の 開 発、 生 産 、販 売 、 輸 出な ど の規

制を 強 化 して いる 3 ）。  

 

鶏用 豚用 その他
輸出開始当初

(a)
増減
(b/a)

F1 1995年 内モンゴル自治区バヤンノール市 18 モンゴル 100 1,200　(2005年) 8,500 (4.7) 7.1 技術指導。配合割合の変更

F2 1994年 北京市 15 モンゴル 90 10 4,000　(2006年) 6,000 (4.0) 1.5 飼料成分の独自設計

F3 2000年 内モンゴル自治区バオト市 12 モンゴル 90 10 800　(2005年) 0 2008年停止 国内飼料原料の価格高騰

F4 1999年 内モンゴル自治区ジリアン市 10 モンゴル 100 1,000　(2000年) 0 2009年停止 国内飼料原料の価格高騰

F5 2000年 内モンゴル自治区バオト市 6 モンゴル 60 30 10 0（2011年） 3,000 (5.0) ‐ 中間業者からの引き合い

F6 1999年 内モンゴル自治区バヤンノール市 2 モンゴル 90 10 1,000　(2007年) 0 2009年停止 国内飼料原料の価格高騰

89.7 5.1 5.1 0 3.4

資料：各社への聞き取り調査より作成
注：1) 年間輸出量は2011年度の値である。
    2) （　）は年間生産量に占める割合である。
    3) 輸出量の内訳の合計は、加重平均である。
    4) F2社は、本社ではアメリカ等にも輸出しているが、内モンゴルの会社はモンゴルのみである。

年間輸出量の変化（トン）

2011年
(b)

年間
生産量
（万

トン）

輸出量の内訳（％）

合計 17,500

本社
所在地

輸出先
飼料
メー
カー

設立 変化の理由

表3-2　中国飼料メーカーの概要と年間輸出量の変化
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第 4 節  飼 料 メ ー カー の モ ン ゴ ル 向 け 輸 出 行 動  

 

1． 製 品 の 特 徴  

製品 に つ いて は、F 1 社と F2 社は 国 内 向け に 販 売さ れ る 製 品と モ ン ゴ

ル向 け 輸 出製 品 は 配 合割 合 が 異な る 。F1 社へ の 聞 き取 り で は 、タ ンパ ク

質の 含 有 量が 多 い と のこ と で あっ た 。F5 社は 、品 質 が国 内 出 荷製 品 と 輸

出品 は 同 等で あ る 。  

 

2． 取 引 価 格 と 取 引 企 業 数  

表 3－ 3 は 、 飼 料輸 出を 継 続 して い る 3 社に お け る取 引 価 格 およ び 取

引企 業 数 につ い て で ある 。 取 引価 格 は 鶏 卵用 の 配 合飼 料 を 対 象と す る。

運賃 は 国 境町 ま で の トラ ッ ク 輸送 す る 際 の運 賃 で ある が 、 運 賃込 みの 1

トン 当 た りの 引 渡 価 格は 2 ,960 元 から 3 ,200 元 と 格差 が あま りな い こ と

が 表 3－ 3 よ りわ か る。 決 済 は、 前 払 い が支 払 条 件で あ る 。  

そし て 、 販売 方 式 と 取引 企 業 数に つ い て であ る が 、 3 社 とも 注文 を 受

けて 輸 送 費を 上 乗 せ して 販 売 する 注 文 販 売と な っ てい る 。F1 社は 取 引対

象が 農 家 であ り、F2 社と F5 社は 中 間 業 者で あ る。取 引企 業 数は 表 3－ 3

にお い て 示し た 通 り であ り、F1 社 は 輸 出を 開 始 した 2005 年に は 取 引企

業数 が 1 社で あ った が 、2011 年 現在 3 社で あ る 。その 内 、2 社は 大 規 模

経営 養 鶏 農家 4 ） で あり 、 残 りの 1 社 は 3 社 に よる 共 同輸 入で あ る 。  
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うち運賃

F1 2960 110 2850 前払い 農家 注文販売 5

F2 3100 100 3000 前払い 中間業者 注文販売 1

F5 3200 80 3120 前払い 中間業者 注文販売 1

取引
企業数

販売方式と取引企業数

取引対象 販売方式

（単位：元/トン）

取引価格と支払条件

表3-3　取引価格および取引企業数

飼料
メーカー 工場渡

価格 支払条件

資料：各社への聞き取り調査より作成

注：1）運賃は国境町までの運賃である。

　　2）取引価格は鶏卵用配合飼料を対象とした価格である。

販売価格

 

 

3． 販 売 促 進  

調査 事 例の 3 社 にお いて は 、輸出 拡 大 に 向け た 取 り組 み を 行 って い る

の は F1 社の み で あ る。 同 社 は、 取 引 先 の大 規 模 経営 農 家 が 飼料 生 産に

参入 す る 取り 組 み を 行っ て い るた め 、 年 に 1 回 ～ 2 回 の 技 術 者を モ ンゴ

ルに 派 遣 し、 技 術 指 導を 行 っ てい る 。 そ の際 に は 、現 地 に い って 取 引農

家を 回 り 、飼 料 指 導 から 糞 尿 処理 の 指 導 を無 償 で 行っ て い る 。  

 

4． 流 通 経 路  

図 3－ 1 は、F1 社 に おけ る 飼 料輸 出 経 路 を示 す。F1 社 は 取引 対象 が 農

家で あ り 、注 文 販 売 方式 に よ って 直 接 輸 出し て い る。 輸 出 開 始当 初 は中

間業 者 を 通じ て 取 引 を 行 っ て いた が 、 取 引先 が 大 規模 化 ま た は輸 入 の共

同化 に よ って 輸 出 量 が増 加 し たた め、2011 年現 在 は 中間 業 者 を通 し て い

ない 。  

農 家 は二 連 浩 特 （ Er l ian）と い う 中 国 側 の 国 境町 で 飼 料 を 受 け 取 るの

であ る が 、農 家 は 通 運事 業 者 に貨 車 の 確 保を 事 前 に依 頼 し な けれ ば なら
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ない 。 そ れは 、 飼 料 輸送 に 使 用さ れ る 有 蓋貨 車 が 混雑 し て お り、 確 保が

困難 な た めで あ る 。それ か ら 、F1 社に 対し て 飼 料の 発 送 依 頼を 行 う 。依

頼 を 受 け て 、 二 連 浩 特 ま で 自 社 ト ラ ッ ク で 輸 送 し て お り 、 輸 送 距 離 が

400km で、約 3 日を 要す る 。荷 物 が 二 連 浩特 に 到 着し た ら、農家 は 専 門

の 作 業 員 に 依 頼 し 、 通 運 事 業 者 が 手 配 し た 有 蓋 貨 車 に 積 み 替 え る が 、 1

日か か る 。  

通関 手 続 き は 1 日か かる が 、 それ は レ ー ル幅 が 中 国側 （ 1 ,520 ㎜ ） と

モン ゴ ル 側（ 1 ,435 ㎜） が 異 なる た め 、 通関 す る 際に は 台 車 を取 り 換え

る必 要 が ある か ら で ある 。そ れか ら 2 日 間で ウ ラ ンバ ー ト ル 貨物 タ ーミ

ナル に 到 着す る 。 続 いて 、図 3－ 2 は 、 F2 社と F5 社 に お ける 飼 料 輸出

経路 を 示 す 。こ の 2 社の 場 合 は 、取 引 対 象が 中 間 業者 で あ り 、何 れも 注

文販 売 で ある 。 中 間 業者 は 二 連浩 特 で 飼 料を 受 け 取る 。 モ ン ゴル 国 内輸

送が 鉄 道 輸送 の 場 合 は、 F1 社 と 同様 な ルー ト で ある 。  

その 他 に 、中 間 業者 は取 引 量が 40t 未 満 の場 合 は 、ト ラ ック ルー ト を

利用 し て いる 。 こ の 場合 は 、 中間 業 者 が 越境 専 用 のト ラ ッ ク を手 配 し、

それ か ら F2 社 に 荷 物の 発 送 を依 頼 す る 。F2 社 は 依頼 を 受 けて か ら 発送

し 、国境 町 まで 3 日 まで 届 け る 。中 間 業 者は 飼 料 を受 け 取 っ てか ら 、専

門作 業 員 に依 頼 し、事前 に 手 配し た 越 境 専用 の ト ラッ ク に 積 み替 え る が、

約 1 日 を 要す る。通 関に は 平均 5 日 か ら 7 日 間 かか る が、中間 業 者 への

聞き 取 り では 、 こ の 期間 が 確 定で き ず 、 2 週間 以 上も か か る とき も ある

こと が わ かっ た 。 国 境を 通 過 した ら 、 モ ンゴ ル 国 内に お い て 100t のト

ラッ ク に 再度 積 み 替 える 。 こ のよ う な ト ラッ ク の 積み 替 え は 、中 国 国内

に通 行 す るト ラ ッ ク の重 量 が 40t と 規 制 され て い るか ら で あ るが 。 この
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ルー ト の 場合 は 、 ウ ラン バ ー トル 貨 物 タ ーミ ナ ル に到 着 す る 。ト ラ ック

輸送 の 場 合は 、 2 度 積替 作 業 が行 わ れ る が、 そ れ に伴 っ て 費 用も 発 生す

る 。  

 

 

 

  

 

 

 

　①依頼

F1社
畜産
農家

③発送依頼

④

有蓋
貨車

⑧

トラック 飼料 鉄道輸送

（400km、3日） ⑥
積替え
（1日）

（780km、2日）

⑦
通関

手続き
（1日）

専門
作業員

②
確
保

中国 国境 モンゴル

二連浩特（Erlian）
（中国側国境町）

図3-1　F1社における飼料輸出経路

資料：F1社への聞き取り調査より作成
注：1）　　　　は情報の流れを示しており、　　　　　は物流を示す。
　　2）①～③と⑤～⑨は、畜産農家への聞き取りである。
　　3）④は、F1社への聞き取りである。
　　4）鉄道輸送は、レール幅が中国側とモンゴル側で異なっているため、台車の取り換えが必要である。

⑤
依
頼

輸送
専門
会社



43 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

④

トラック

③、④

有蓋
貨車

⑧

F2社
トラック 飼料 鉄道輸送

国境

中国

二連浩特（Erlian）
（中国側国境町）

     ザミーンウード
  （モンゴル側国境町）

畜産
農家（300km、3日） ⑥

積替え
（1日）

（780km、2日）

⑦

通関

手続き

（1日）

③

発送

依頼

⑤
依
頼

輸出
業者

通運
事業者①依頼

F5社 200km、2日）

専門
作業員

②
確
保

越境専用

トラック

飼料 トラック

④

積替え

（1日）

（770km、ー）

⑤

通関

手続き

（5～7日）

⑥

100t

トラック積替え

モンゴル

資料：各社または輸出業者への聞き取りより作成

注：1）　　　　は情報の流れを示し、　　　　　　は物流を示す。

　　2）⑥は、中国国内を通行するトラック重量が40tと規制されているからである。

　　3）ーは不明である。

＊トラックルート
専門

作業員
①

手

配
③

依

頼②

発送依頼
輸出業者

図3-2　F2社およびF5社における飼料輸出経路

畜産
農家
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第 5 節  小 括  

 

この よ う に、 中 国飼 料メ ー カ ーに よ る モ ンゴ ル 向 け飼 料 輸 出 は受 動 的

であ り 、 飼料 メ ー カ ーに と っ てモ ン ゴ ル 向け 輸 出 は利 益 確 保 が困 難 であ

るな ど 、 流動 的 な 要 素が 大 き いこ と が 明 らか と な った 。 今 後 、 中 国 にお

いて は 飼 料需 要 の さ らな る 増 加が 見 込 ま れて い る こと を 考 慮 する と 、モ

ンゴ ル 国 内で の 飼 料 産業 の 振 興が 重 要 で ある と 考 えら れ る 。  
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〈 注 釈 〉  

 

1）  モ ン ゴ ル 統 計 年 鑑 に よ れ ば 、2 0 0 2 年 に は 豚 の 飼 養 頭 数 が 1 3 ,2 7 4 頭 、

鶏 が 6 1 , 6 0 3 羽 で あ っ た が 、 2 0 0 5 年 に そ れ が 2 2 , 6 7 7 頭 、 1 4 1 , 7 0 1

羽 ま で 増 加 し て い る 。  

2）  具 体 的 に は 、 国 務 院 は 2 0 0 7 年 1 2 月 2 0 日 に 麦 類 、 コ メ 、 ト ウ モ ロ

コ シ 、 大 豆 な ど の 未 加 工 穀 物 お よ び 加 工 済 み 穀 物 の 輸 出 戻 し 税

（ 13％ ）を 廃 止 す る こ と を 承 認 し 、さ ら に 2 0 0 8 年 1 月 1 日 か ら 1 2

月 3 0 日 の 1 年 間 限 定 で 麦 類 2 0％ 、麦 粉 2 5％ 、コ メ・ト ウ モ ロ コ シ・

大 豆 5％ 、米 粉・ト ウ モ ロ コ シ 粉・大 豆 粉 1 0％ の 輸 出 関 税 を 導 入 す

る こ と を 決 定 し た 。 ま た 、 2 00 8 年 か ら 小 麦 粉 、 米 粉 、 ト ウ モ ロ コ

シ 粉 な ど の 粉 製 品 が 輸 出 割 当 許 可 管 理 対 象 に 追 加 さ れ た 。  

3）  「 飼 料 工 業 1 2 期 5 ヵ 年 発 展 計 画 （ 2 0 10 年 ～ 2 0 1 5 年 ）」 で は 、 年 産

量 5 0 万 ト ン 以 上 の 企 業 を 50 企 業 以 上 、こ れ ら の 企 業 が 総 生 産 量 に

占 め る 比 率 は 5 0％ 以 上 に す る こ と を 目 標 と し て い る 。そ し て 、飼 料

製 品 の 品 質 合 格 率 を 2 0 0 6 年 の 8 9 . 3 8％ か ら 2 0 1 5 年 に は 9 5％ に 増

加 さ せ る こ と を 目 標 と し て い る が 、 そ の た め に は 、 2 0 1 2 年 5 月 1

日 か ら 「 飼 料 及 び 飼 料 添 加 物 管 理 条 例 」 が 改 正 さ れ 、 新 飼 料 、 新 添

加 物 の 開 発 に は 5 年 の 監 視 観 測 期 間 を 設 け る な ど に よ っ て 、飼 料 生

産 、 販 売 な ど の 障 壁 を 高 く し て い る 。  

4）  モ ン ゴ ル 食 料 農 牧 業 省 に よ る 定 義 で は 、飼 養 羽 数 2 万 羽 以 上 が 大 規

模 と さ れ て い る 。  
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第 4 章  耕種農業回復政策下における飼料原料生産の特徴  

―穀物主産地 TUV 県の穀物農家を事例として―  

 

第 1 節  本 章 の 課 題  

  

本章 の 課 題は 、 穀 物 主産 地 で あ る TUV 県を 対 象 とし て 、 モ ンゴ ル の

穀 物 主 産 地 に お け る 飼 料 原 料 生 産 の 特 徴 を 明 ら か に す る こ と で あ る 。

TUV 県は、2013 年 現在 、小麦 生 産量 は 全国 の 21 .3％ 、飼 料 作物 は 43 .8％

と小 麦 な どの 穀 物 だ けで は な く飼 料 作 物 栽培 も 盛 んに 行 わ れ てい る 穀物

主産 地 で ある 。 同 時 に、 モ ン ゴル の 中 央 地域 に 位 置し 、 首 都 ウラ ン バー

トル か ら の距 離が 100km 離 れて お り、 他の 地 域 に比 べ て イ ンフ ラ が 整

備さ れ て いる 。  

 

第 2 節  耕 種 農 業 回復 政 策 と 主 要 作 物 作 付 面 積 の 推 移  

 

安定 期 、 停滞 期 、 回 復期 に 分 類し た 上 で 、耕 種 農 業の 展 開 を みる 。  

表 4－ 1 は 、 耕種 農 業政 策 の 概要 と 主 要 作物 面 積 の推 移 を 示 す。  

 

1． 耕 種 農 業 安 定 期 （ ～ 1999 年 ）  

モン ゴ ル にお い て は 1950 年頃 か ら耕 種農 業 が 本格 的 に 発 展し た 。 農

地の 開 墾 を目 的 と し た“第 1 次 ア タル ”（ 1959 年 ～ 1965 年）、“第 2 次 ア

タル ”（ 1976 年 ～ 1988 年 ）とい っ た政 策が 実 施 され た 。ま た 、ソ 連 か ら

農業 機 械 と技 術 が 導 入さ れ た 結果 、 小 麦 の生 産 技 術が 安 定 し 、作 付 面積
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が 64 .1 万 ha ま で拡 大し 、更 にソ 連 に 輸 出す る ほ どと な っ た 。飼料 作 物

は、 輪 作 体系 に 導 入 され て お り、 大 麦 、 エン バ ク 、ヒ マ ワ リ 等の 飼 料作

物が 栽 培 され て い た 。小 麦 を増 産 しつ つ 、飼料 作 物 栽培 も 行 わ れて い た。  

 

2． 耕 種 農 業 停 滞 期 （ 2000 年 ～ 2007 年）  

1999 年の 市 場経 済 移行 後 、ソ 連 から の 援助 が ス トッ プ し た こと な ど に

よっ て 、 作付 面 積 は 2000 年 に は小 麦 が 19 .5 万 h a、 飼 料 作物 が 800h a

まで 低 下 した 。 ま た 、海 外 貿 易の 自 由 化 によ り 、 外国 産 農 産 物が 輸 入さ

れる よ う にな っ た。モン ゴ ル 国政 府 は、“グ リー ン 革 命”国 家プ ロ ジ ェク

トを 立 ち 上げ た が 、 具体 的 な 成果 を 得 ら れず に 終 了し た 。 国 内需 要 の大

半を 中 国 、ロ シ ア 、 カザ フ ス タン か ら の 商業 輸 入 や、 日 本 、 米国 等 が実

施す る 食 糧援 助 で 賄 って き た 。小麦 は 作 付面 積 が 低下 し 、生 産量 が 2007

年に は 史 上最 低 収 量 とな っ た 。飼 料 作 物 生産 は 壊 滅状 態 と な った 。  

 

3． 耕 種 農 業 回 復 期  （ 2008 年 ～ ）  

モン ゴ ル 国政 府 は 2008 年 3 月に 小 麦 の 自給 達 成 を目 標 と す る『 第 3

次ア タ ル 』国家 プ ロ ジェ ク ト を実 施 し た 。こ の運 動 は 、以前 の 2 回 の 運

動は 自 然 草地 の 開 墾 を行 っ た のと は 異 な り、 耕 種 農業 の 低 迷 によ り 急増

した 耕 作 放棄 地 の 耕 作地 へ の 復活 を 目 的 とし て い る。 具 体 的 な政 策 支援

とし て は 、① 機 械 設 備の 購 入 支援 、 ② 燃 料な ど の 低価 格 で の 提供 、 ③種

子の 貸 出 し、④小 麦 の高 価 格 での 買 取、⑤灌 水 設 備の 整 備 な どを 行 っ た。

その 成 果 もあ り 、 2009 年に は 小 麦作 付 面積 が 25 万 h a ま で拡 大 し た。

しか し 、 飼料 作 物 は 減少 し 、 その 後 は 増 加に 転 じ 、 2013 年 には 1 .4 万
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ha とな っ て いる が 、 1989 年 の 14 .8ha に比 べ て 大幅 に 減 少 して い る 。  

そし て 、 この 政 策に おい て は 、大 規 模農 家を 担 い 手と し て 位 置づ け て

いる 。 モ ンゴ ル 農 牧 業省 の 穀 物農 家 の 規 模に 関 す る定 義 で は 、耕 地 、休

閑な ど を 含む 全 農 地 面積 が 200ha 未 満 を小 規 模 、200～ 400ha を中 規 模、

400ha 以 上 を大 規 模 とし て い る。 表 4－ 2 は 、 農地 規 模 別農 家数 と そ の

小麦 生 産 全体 に 占 め る割 合 に つい て で あ るが 、 大 規模 農 家 は 農 家 数 に占

める 割 合 が 21。 1％ であ る の に対 し て 、 小麦 生 産 量に 占 め る 割合 が 73。

2％ もあ る こ とが わ かる 。  

 

 

発展区分 安定期

社会背景・政策
社会主義体制

“第1・2次アタル”
国家プログラム

1989 1999 2000 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013

小麦 641.0 279.1 194.7 159.0 126.2 121.8 154.0 252.4 259.2 299.9 306.2 293.3

飼料作物 148.0 1.7 0.8 5.1 3.9 4.9 5.5 3.3 11.1 10.9 13.8 14.4

油菜 24.2 10.3 32.4 79.4

資料：モンゴル統計年鑑より作成

表4－1　モンゴルにおける主要作物作付面積の推移

停滞期 回復期

市場経済移行期
“グリーン革命2”
国家プロジェクト

“第3次アタル”政策

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：千ha
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1400ha以上 27 (3.4) 25.1

401ha ～1400ha未満 142 (17.7) 48.1

中規模 201ha～400ha未満 122 (15.2) 12.6

小規模 200ha未満 513 (63.8) 14.2

804 (100.0) 100.0

表4－2　穀物農家数および小麦生産量全体に占める割合(2013年)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位：戸、％

小麦生産量に
占める割合

　農家数

大規模

合計

資料：農牧省提供資料より作成

区分

 

 

この よ う に、2008 年 より 実 施 され た 耕 種 農業 回 復 計画 は 小 麦 作と 大 規

模農 家 の 育成 が 優 先 され 、 飼 料作 物 な ど の他 の 作 物に つ い て は盛 り 込ま

れて い な い。 そ れ か ら、 政 策 的な 支 援 が 修了 と 同 時に 、 油 菜 など 輸 出向

け作 物 の 作付 面 積 が 拡大 し 、2013 年 に は 前年 対 比で 2 倍 近く 増大 し て い

る 。  

 

第 3 節  穀 物 農 家 の土 地 利 用 と 出 荷 販 売 状 況  

  

土地 利 用 は規 模 間 の 差異 が み られ る か を 確認 す る ため に 、モ ンゴ ル 農

牧省 に よ る農 地 面 積 によ る 規 模基 準 に 従 って 、TUV 県 全 体 の 穀物 農 家数

は 71 戸 あ る 中で 、大 規模 農 家 6 戸 、中 規 模農 家 12 戸 、小規 模 農家 6 戸 、

計 24 戸 を対 象 に 聞 き取 り 調 査を 行 っ た 。農 家 は 、県 長 の 紹 介に よ って

選定 さ れ た農 家 で あ る。  

表 4－ 3 は、 穀 物農 家に お け る土 地 利 用 と出 荷 販 売状 況 に つ いて み た

もの で あ る。 休 閑 面 積は 約 4 割 を 占め てい る が 、小 麦 を 1 年 作 付け し、
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1 年休 閑 する と い う 輪作 体 系 が主 流 で あ るた め で ある 。 主 な 栽培 品 目は

小麦 で あ り、作付 面 積の 9 割 を占 め てい る。小麦 の 他 に飼 料 作物 と 油 菜

が 栽 培 さ れ て い る が 、 飼 料 作 物 は 3 .8％ で あ り 、 規 模 間 の 違 い が あ る も

のの 、わ ず かで あ る 。一方 、油 菜 は作 付 面 積に 占 め る割 合 が 平 均的 に 4 .9 %

であ る が 、農地 面 積 4．00ha 以上 の 大 規 模農 家 に おい て の み 栽培 さ れて

おり 、 規 模間 の 差 異 がみ ら れ る。 生 産 地 域と 栽 培 方法 が 同 一 であ る が、

単収 は 小 麦の 場合 1。 1～ 1。 3 ト ン と分 散し て い るの は 、 経 営管 理 な ど

が影 響 し てい る と 考 えら れ る 。  

栽培 品 目 別の 販 売 出 荷状 況 に つい て み る と、 小 麦 と油 菜 は販 売作 物 と

して 栽 培 され て お り 、そ れ ぞれ の 販 売割 合 は 小 麦が 87％、油 菜が 100％

中国 輸 出 向け で あ る 。一 方 、飼 料 作 物は 97。 5％ と 全量 、小 麦は 13％ が

自家 消 費 とな っ て い るが 、 用 途は 種 子 と 飼料 用 で ある 。  
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3,065 100.0 882 100.0 281 100.0 99 100.0 1,082 100.0

1,726 56.3 452 51.2 152 54.1 54 54.5 596 54.0

1,339 43.7 430 48.8 129 45.9 45 45.5 486 46.0

1,726 100.0 452 100.0 152 100.0 54 100.0 596 100.0

1,448 83.9 429 94.8 134 88.2 53 98.1 516 91.2

19 1.1 2 0.5 18 11.8 1 1.9 10 3.8

259 15.0 21 4.7 0 0 70 9.9

小麦 1,882 100.0 558 100.0 160.8 100.0 58 100.0 665 100.0

販売 1,609 85.5 495 88.7 136.2 84.7 52 89.0 573 87.0

自家消費 273 14.5 63 11.3 24.6 15.3 6 11.0 92 13.0

飼料作物 67 100.0 7 100.0 58 100.0 3.3 100.0 34 100.0

販売 7 10.0 0 0.0 0 0.0 0 0.0 2 2.5

自家消費 60 90.0 7 100.0 58 100.0 3.3 100.0 32 97.5

油菜 104 100.0 6 100.0 0 0.0 0 0.0 55 100.0

販売 104 100.0 6 100.0 0 0.0 0 0.0 55 100.0

平均

表4-3　穀物農家における土地利用と生産物出荷販売状況

1.2

3.4

0.2

農家数

    単収　(ha)
②

0.4 0.3

3.4

1.3

200ha未満

6

1,401ha以上 401～1400ha

農地面積  （ha）

休閑面積

作付面積

小麦

全面積

資料：各農家への聞き取りより作成（2014年9月）

飼料作物

油菜

小麦

飼料作物

油菜

1.2

3.2

0

1.1

3.3

0

生産量  (t)
③＝①×②

作付面積 (ha)
①

1.3

3.5

全面積

201～400ha

6 7 5

 

第 4 節  飼 料 作 物 栽 培 の 特 徴 と 農 地 転 用 の 要 因  

  

表 4－ 4 は、 穀 物農 家に お け る飼 料 作 物 栽培 と 畜 産経 営 の 概 要に つ い

てで あ る 。飼料 作 物 は作 付 面 積の 1～ 7％を 占 め てお り 、品 目は ア ル ファ

ルフ ァ と トウ モ ロ コ シ等 で あ る。 表 4－ 4 に お い て示 し た 通 り、 穀 物農

家 は 2000 年 以 降 酪 農 を 開 始 し て お り 、 品 種 は ホ ル ス タ イ ン で あ る 。 1

頭当 た り の年 間 出 荷 乳量 が 3 ,000 ㎏ 台 で あり 、 全国 平 均の 1 ,916 ㎏ に 比

べて 高 い 。  
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この よ う な、 畜 産 経 営に よ る 複合 化 は 、 モン ゴ ル 国政 府が 2005 年頃

から 都 市 住民 へ の 供 給を 目 的 とし て 集 約 的畜 産 を 政策 的 に 促 進し た こと

と、 濃 厚 飼料 と し て 飼料 用 小 麦の 内 部 調 達が 可 能 であ る こ と が背 景 にあ

ると 考 え る。 粗 飼 料 は、 飼 料 作物 を 栽 培 する こ と によ っ て 自 給し て いる

他、 乾 草 は購 入 に よ るも の と なっ て い る 。  

 

K1 4,200 24 (1) 84 アルファルファ、トウモロコシ 2004 乳牛 15 ホルスタイン 2,980 2.1 油菜

K2 2,500 90 (4) 297 トウモロコシ、エンバク 2002 乳牛 21 ホルスタイン 3,200 18.5 小麦

K3 1,000 15 (2) 51 トウモロコシ 2005 乳牛 11 ホルスタイン 2,900 18.4 油菜

K4 361 25 (7) 85 アルファルファ 2008 乳牛 19 ホルスタイン 3,050 55.3 小麦

K5 200 10 (5) 30 アルファルファ、トウモロコシ 2010 肉牛 28 紅牛 280 21.6 小麦

K6 128 3 (2) 9.9 トウモロコシ、ヒマワリ 2009 乳牛 5 ホルスタイン 3,250 44.0 小麦

資料：農家へ聞き取りより作成

注：1)（）は、作付面積全体に占める割合である。
    2) 飼料作物はすべて粗飼料用である。
　　3）年間出荷量は全国的平均1,912㎏／頭である。
　　4）農家は飼料作物の他に、乾草を購入飼料として給与している。

栽培品目 飼養頭数 品種
年間出荷量
(kg／頭)

販売額に
畜産物の
占める
割合
(％)

表4－4　　穀物農家における畜産経営の概要と飼料調達

農家
番号

農地
面積

畜産経営

今後の
意向作付面積

（ha）
収量

(トン)
畜産

開始年

飼料作物栽培

 

畜 産 収 入 に 占 め る 飼 料 費 の 割 合 を み る た め に 、 最 も 出 荷 量 が 低 い K3

農家 と モ ンゴ ル 農 業 大学 に よ る酪 農 経 済 調査 に お ける 参 考 農 家を 比 較し

た（ 表 4-5 を 参 照）。結 果 、 事例 農 家 は 飼料 費 が 61.4％ と 、参 考 農 家に

比べ て 約 2 割 低 いこ とが 確 認 され た。 酪 農に よ る 複合 経 営 は 、モ ンゴ ル

国政 府 に よる 政 策 的 な誘 導 と 、濃 厚 飼 料 とし て 飼 料用 小 麦 の 内部 調 達が

可能 で あ るこ と が 要 因と し て 挙げ ら れ る 。つ ま り 、穀 物 農 家 は飼 料 用小

麦を 市 場 販売 す る よ り濃 厚 飼 料と し て 自 家消 費 し 、さ ら に 粗 飼料 は 牧草
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を購 入 す るよ り サ イ レー ジ を 自給 す る こ とに よ っ て、 高 搾 乳 量を 実 現す

るこ と が でき て い る と言 え る 。  

 

（千TG/トン）
給与量
(トン)

計
（千
TG）

給与量 計

サイレージ 150 4.4 660

小麦 389 3.1 1,206

乾草 280 1.6 448 4.8 1,344

フスマ 260 2.7 702

2,314 2,046 268

2,900 1,921 979

1,300

3,770 2,497 1,273

61.4 81.9 -21

K3　農家（a）

自給費用

注：1）参考農家はモンゴル国立農業大学による。

　　2）TGはモンゴルの通貨トグリグのことである。

　　　　飼料費合計　（千TG）　①

表4-5　飼料費割合の比較（1頭当たり）

飼料費
①

　　　　　　飼料費割合   (％)　　①／②

生乳販売
価格
②

　　　　生乳出荷量　（㎏）

　　　　単価　　　　（TG/㎏）

　　　　販売額　　　 (千TG)

資料：K3農家への聞き取りより作成

購入価格

比較
（a-b）

参考農家（b）

 

 

そし て 、ア ブ ラ ナ 栽 培に つ い てで あ る が 、農地 面 積 401ha 以 上の 大 規

模農 家 に おい て ア ブ ラナ へ の 農地 転 用 が みら れ た 。表 4-6 は 、大 規 模穀

物農 家 K1（農 地 面 積 4 ,200h a）の 小 麦 と ア ブ ラ ナの 出 荷 販 売に お け る取

引 形 態 と 収 益 性 を 示 す 。 K1 農 家 へ の 聞 き 取 り に よ る と 、 油 菜 を 栽 培 し

てい る 理 由の 一 つ は 、そ の 取 引方 式 で あ る。 小 麦 は価 格 安 定 法の 対 象品

目で あ り 、そ の 価 格 は政 府 に よる 買 取 価 格が 基 準 とな っ て い る。 小 麦の

出荷 先 は 農業 支 援 基 金 1 ）と 製 粉企 業 の 2 通り あ る が、何 れ の場 合 も 収穫

後に 買 取 価格 が 決 定 され 、 代 金決 済 が 後 払い で あ る。 協 同 組 合あ る いは

製粉 企 業 など に よ る 出荷 セ ン ター が な い ため 、 輸 送は 農 家 が 個別 に 行っ

てい る 。 農家 に よ る 共同 運 搬 は、 小 麦 の 品質 は 農 家に よ っ て バラ ツ キ等
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の問 題 が ある 。そ れ に対 し て、油 菜の 販 売価 格 は 作付 前 に 決 まっ て お り、

代金 決 済 も即 時 行 わ れる こ と が農 家 を 誘 引し て い ると 思 わ れ る。  

 

油菜

　耕種農業支援基金 　製粉企業 　輸出業者

　バラ 　バラ 　バラ

　政府買取価格 　市場価格 　市場価格

　収穫後 　収穫後 　作付前

　後払い 　後払い 　即時

  個別輸送 　個別輸送 　庭先販売

1,065　(33.3％) 　2,133（66.7％）　104　(100%)

395 395 280

550 425 710

　　② 350 300 ‐

155 30 430

　　② -45 -95  

28.2 7.1 60.6

　　② -12.9 -31.7

　　3）　①は規格等級の(食料用)小麦、②は規格外の（飼料用）小麦を示す。

　荷姿

　価格基準

　価格決定

　代金決済

　輸送

　出荷量 (t)

  生産費用　(千TG／t)

  販売価格　    ①　　　

資料：K1農家への聞き取り調査より作成

注：1)　 耕種農業支援基金は食料農牧業省の外局である。

    2）　政府による買取価格は、10万TG／トンの補助金を含む。

表4-6　 大規模農家K1の主要作物出荷販売における取引形態および収益性

小麦

出荷先

収益　　　①

　　収益率　　　①

 

 

もう 一 つ の理 由 は、 油菜 は 小 麦に 比 べ て 収益 性 が 高い こ と で ある 。 表   

4－ 6 に示 し た よう に、規格 等 級 つま り 食料 用 小 麦の 収 益 率 は出 荷 先 によ

っ て 1 ト ン当 たり 19～ 28％ で ある 。政 府 買取 価 格 によ っ て 販 売す る 際 の

収益 率 は 28％と 、 製粉 企 業 のそ れ に 比 べて 高 い が、 タ ン パ ク質 含 有 量、

でん ぷ ん 粘土 、 水 分 量な ど 品 質規 格 が 厳 しく 、 選 別に よ っ て ロス が 多く

発生 す る 問題 が あ る 。ま た 、 飼料 用 の 小 麦は 収 益 性が 低 く 、 生産 費 用を

下回 る 価 格設 定 と な って い る 。一方 、油 菜は 収 益 率が 60.6％ と高 い 。そ

れは 、 油 菜は 種 子 が 無料 提 供 され 、 ま た 庭先 販 売 であ る た め 、小 麦 の生
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産 費 39 .5 万 T G／ト ンの 内 、56 .4％ と多 くを 占 め てい る 種 苗 費、肥 料費 、

燃料 費 、 出荷 輸 送 費 など の 費 目が 節 約 さ れて い る から で あ る 。  

 

第 5 節  小 括  

 

この よ う に、 耕 種農 業回 復 政 策は 小 麦 生 産量 が ほ ぼ自 給 に 達 成す る な

ど一 定 の 成果 を 挙 げ るな か 、 飼料 原 料 生 産は 自 家 消費 用 の 粗 飼料 生 産に

とど ま っ てい る 。 今 後、 飼 料 産業 の 発 展 に伴 っ て 飼料 原 料 供 給が 改 善さ

れる と 考 えら れ る 。 農地 が 輸 出作 物 へ と 転用 傾 向 にあ る こ と は、 穀 物生

産の 低 下 、飼 料 原 料 の不 足 を 招き か ね な いた め 、 政府 と し て は輸 出 作物

栽培 制 限 を強 化 す る など 政 策 的規 制 が 必 要で あ ろ う。  

 

 

 

 

 

 

〈 注 釈 〉  

 

1）  耕 種 農 業 支 援 基 金 は 、農 牧 省 の 外 局 で あ り 、所 有 サ イ ロ が S E LE NG E

県 、 TU V 県 か ら 3 0 0 km 離 れ た 場 所 に 位 置 す る 。  

2）  農 家 は 翌 年 の 種 子 に 生 産 量 の 5％ を 保 留 す る が 、品 種 改 良 が 必 要 と な

っ て い る 。  
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第 5 章  飼料産業における新展開と畜産インテグレーション  

 

第 1 節  本 章 の 課 題  

 

飼料 メ ー カー の A 社 と大 規 模 養鶏 農 家 の T 社 を事 例 に、飼 料産 業 に お

ける 畜 産 イン テ グ レ ーシ ョ ン の展 開 と そ の要 因 を 明ら か に す るこ と を課

題と す る 。  

 

第 2 節  飼 料 メ ー カー に お け る 畜 産 イ ン テ グ レ ー シ ョ ン の 特 徴 と 要 因  

 

1． A 社 の 概 要  

A 社は 、モ ン ゴ ル最 大規 模 の 製粉 企 業 で あり 、 小 麦生 産 量 の 6 割 を 占

める（表 5－ 1 を 参 照）。従 業 員 数は 646 人で あ り 、そ の う ち 、飼 料工 場

は 11 人 、耕 種 農 業 は 4 人、 畜 産経 営 は 86 人 であ る 。 2007 年 に 飼料 工

場を 併 設 して お り 、 時産 能 力 が 15 ト ン と最 大 規 模と な る 。 さら に 、配

合飼 料 の 主原 料 と し てト ウ モ ロコ シ の 品 種開 発 を 目的 と し て 、2011 年よ

り耕 種 農 業を 開 始 し てい る が 、現 在 は 野 菜栽 培 が 中心 と な っ てい る 。ま

た、 同 年 より 酪 農 部 門と 養 豚 部門 と い っ た畜 産 経 営に も 進 出 して い る 。

本格 的 に 事業 展 開 す る以 前 は 、乳 牛 ４ 頭 、 豚 20 頭を そ れ ぞ れ実 験 農場

とし て 飼 育し て い た 。 酪 農 場 は首 都 ウ ラ ンバ ー ト ル市 から 400ｋ ｍ 離れ

た土 地 に 所在 し 、 飼 育頭 数 が 217 頭 、 その う ち 搾乳 牛 は 80 頭 で あ った

が、 労 働 力不 足 の 問 題が あ り 、売 却 す る 予定 で あ る 。 一 方 、 養豚 場 は飼

養頭 数 が 8 ,500 頭 で あり 、 モ ンゴ ル 全 体 の 2 分の 1 を 占 める 。  
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設立年 事業内容 従業員 規模 年間生産量

1997 製粉工場 600人 550トン／日 110,000トン

2007 飼料工場 11人 15トン／時 6,900トン

2011 料原料生産農場 4人 1,000ha 5,000トン

2011 酪農場 6人 217頭 360トン

2011 養豚場 11人 4,000頭 240トン

2013 豚肉処理加工場 5人 － 400トン

2014 養豚場 10人 4,000頭 240トン

表5-1  A社の概要

資料：A社への聞き取りより作成　(2015年9月)

注：－は不明を示す。
 

 

 

2． 畜 産 経 営 へ の 事 業 展 開 の 特 徴 と そ の 要 因  

図 5－ 1 は 、A 社 に お け る 畜 産 イ ン テ グ レ ー シ ョ ン の 展 開 を 示 す 。ま ず 、

生 産 構 造 で す が 、 飼 料 は 養 豚 場 （ 屠 畜 場 を 併 設 ） に 供 給 さ れ る 。 飼 料 原 料

は 、 小 麦 な ど 穀 物 は 国 産 で あ り 、 添 加 剤 は 輸 入 品 を 使 用 し て い る 。 豚 肉 処

理 場 の 年 間 生 産 量 は 4 0 0 ト ン で あ り 、 そ の う ち 1 6 0 ト ン は 枝 肉 と し て の 出

荷 し 、残 り の 2 4 0 ト ン は 焼 き 肉 な ど 用 途 別 に 加 工 さ れ る 。畜 産 物 の 販 売 は 、

直 売 店 を 通 し て の 取 引 と 、直 接 販 売 が あ る が 、そ れ ぞ れ 5 0％ で あ る 。 こ れ

ら の 各 部 門 へ の 事 業 展 開 に お け る 資 本 構 成 は 全 て 1 0 0％ A 社 出 資 と な っ て

い る 。 こ こ か ら は 、 A 社 に お け る 事 業 展 開 の 特 徴 に つ い て 、 飼 料 生 産 か ら

豚 肉 の 販 売 ま で 一 貫 し て 行 う 直 営 型 畜 産 イ ン テ グ レ ー シ ョ ン で あ る と 言 え

る 。 そ の 要 因 は 、 飼 料 工 場 と し て 再 生 産 で き な く な っ た か ら で あ る 。   
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表 5－ 2 は 、 A 社 に お け る 飼 料 生 産 量 の 推 移 に つ い て で あ る 。 20 1 0 年 に

は 、フ ス マ に 添 加 物 を 配 合 し た 飼 料 が 8 0％ と 圧 倒 的 に 多 く 、稼 働 率 は 4 0％

で あ る 。 そ の 理 由 は 、 ① 飼 料 工 場 を 併 設 し た 当 初 の 目 的 が 、 製 粉 に 伴 っ て

大 量 に 発 生 す る フ ス マ を 有 効 に 活 用 す る た め で あ っ た こ と で あ る 。 ② 、 そ

れ と 関 連 し て 、 養 豚 ・ 養 鶏 と い っ た 用 途 別 で 求 め ら れ る 品 質 に 対 応 し た 技

術 体 制 が 定 ま っ て い な か っ た こ と で あ る 。 後 者 に つ い て は 、 飼 料 開 発 の た

め の 実 験 デ ー タ の 蓄 積 を 目 的 と し て 、搾 乳 牛 4 頭 、豚 2 0 頭 を 飼 育 し 、技 術

確 立 に 取 り 組 ん で い た が 、 飼 料 設 計 に か か わ る 技 術 者 の 確 保 が 困 難 で あ っ

た 。 モ ン ゴ ル で は 飼 料 設 計 に か か わ る 技 術 者 が 不 足 し て お り 、 A 社 は 技 術

者 を 確 保 す る た め に は 、 修 士 在 籍 中 の 学 生 に 対 し て 、 奨 学 金 を 給 付 し 、 卒

業 後 に 自 社 で 採 用 す る な ど 取 り 組 み を 行 っ て い る 。し か し 、 2 0 1 4 年 現 在 は

(　生産資材　)

製粉企業　A社

　飼料販売

技術的サポート

②　飼料原料
生産
(2011)

資料：A社への聞き取りより作成(2015年9月)
注：1）　　　　は飼料の流れ、　　　は畜産物の流れを指す。
　　2）2016年より養豚農家と契約関係を構築する計画である。

図5－1　A社における畜産インテグレーションの展開

（　　販売段階　　）

⑤　豚肉処理
　加工場
　(2013)

(　加工段階　）(　　生産段階　　)

⑥
直売店

①　飼料工場
(2007) 飲食店

など

　

　　　飼料原料輸入

中国飼料企業

④　養豚農場
(2011)

③　酪農場
(2011)

⑦　養豚農場

(直営展開の範囲）
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そ の 技 術 者 が ス イ ス に 留 学 し て い っ た た め 、 不 在 と な っ て い る 。  

飼 料 生 産 量 を 品 目 別 に み る と 、 2 0 1 4 年 現 在 は 、養 豚 用 の 飼 料 が 6 割 を

占 め 、2 0 1 0 年 に 比 べ て 約 2 万 ト ン 増 加 し 、販 売 方 法 は 直 農 場 向 け が 主 流 と

な っ て い る 。  

 

変化
（2）－（1）

従業員数 (人) -23

年間生産能力 (トン) ‐

稼働率 (％） 26

飼料生産量品目内訳 (トン) 21,000 (100) 34,000 (100) 13,000

酪農用 1,680 (8) 1,360 (4) -320

養豚用 2,100 (10) 20,400 (60) 18,300

養鶏用 420 (2) - -420

その他 16,800 (80) 12,240 (36) -4,560

顧客への販売方法 (％)

直接販売 10 10 0

注文販売 20 10 -10

商人を通して 70 26 -44

直営農場向け 0 54 54

出荷形態

代金決済

6842

表5-2　　A社における飼料生産量の推移

2010年
（1）

2014年
（2）

袋詰

後払い

袋詰

現金

34

50,000

11

50,000

資料：A社への聞き取りより作成　(2015年9月)
註：1）その他は、フスマに添加物を配合した飼料のことである。
　　2）最初の3年間は試験的に行っており、2009年の生産量は6,000トンである。
　　3）稼働率は、当年生産量／年間生産能力×100
　　4）（　）は、総生産量に占める割合であり、単位は％である。

 

 

 

3． 畜 産 イ ン テ グ レ ー シ ョ ン 展 開 に お け る 問 題 点 と 今 後 の 意 向  

A 社 は 、2 つ の 問 題 に 直 面 し て い る 。一 つ は 、技 術 者 の 確 保 で あ り 、奨 学

金 を 給 付 し 確 保 し た 技 術 者 が 留 学 し た 。 従 業 員 も 現 在 11 人 で あ り 、 2 0 10

年 当 初 に い た 他 の 従 業 員 は（ 2 3 人 ）は 製 粉 工 場 に 異 動 さ せ た（ 表 3 を 参 照 ）。

11 人 は 飼 料 工 場 で の 勤 務 が 2 交 代 制 で 1 4 日 間 で あ り 、残 り の 1 4 日 間 は 製
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粉 企 業 で の 勤 務 と な る 。 も う 一 つ は 、 原 料 調 達 の た め の 資 金 問 題 で あ り 、

国 産 の 小 麦 と フ ス マ の 他 に 微 量 元 素 と ト ウ モ ロ コ シ な ど 2 1 種 類 も の を 中

国 か ら 輸 入 し て い る 。 安 定 的 な 飼 料 生 産 を 行 う た め に は 、 2 か 月 分 の ス ト

ッ ク が 必 要 と な る 。 輸 入 先 の 中 国 企 業 は 前 払 い が 取 引 条 件 と な る 他 、 添 加

剤 は 種 類 に よ っ て 消 費 期 限 が 3～ 6 か 月 で あ る が 、輸 送 だ け に 1 か 月 要 す る

場 合 が あ る な ど 、物 流 上 も 問 題 が あ る 。 2 0 1 5 年 現 在 は 、養 豚 農 家 に 対 し て

は 飼 料 の 注 文 販 売 と 技 術 提 供 の み で あ る が 、 今 後 は 契 約 を 締 結 し 、 豚 肉 の

買 付 を 行 う 意 向 で あ る 。  

こ の よ う に 、 飼 料 メ ー カ ー の A 社 に お け る 事 業 展 開 の 特 徴 は 、 豚 用 飼 料

の 生 産 か ら 豚 肉 販 売 ま で 一 貫 し た 自 社 農 場 直 営 型 畜 産 イ ン テ グ レ ー シ ョ ン

で あ り 、 そ の 要 因 は 多 角 化 に よ っ て 飼 料 工 場 の 稼 働 率 を 上 げ 、 収 益 性 を 図

る た め で あ っ た 。 直 営 に よ る 畜 産 イ ン テ グ レ ー シ ョ ン の 展 開 に お い て は 、

従 業 員 の 雇 用 確 保 と 原 料 調 達 の 資 金 確 保 の 問 題 を 抱 え て い る た め 、 今 後 は

契 約 生 産 を 拡 大 す る 考 え で あ る 。  

 

第 3 節  大 規 模 養 鶏 農 家 に お け る 畜 産 イ ン テ グ レ ー シ ョ ン の 特 徴 と 要 因  

 

1． T 社 の 概 要  

T 社 は 、 飼 養 羽 数 が 2 0 万 羽 の 大 規 模 企 業 農 場 で 、 国 内 資 本 で あ る （ 表 5

－ 3 を 参 照 ）。 首 都 ウ ラ ン バ ー ト ル の 近 郊 を 中 心 に 2 0 h a の 土 地 を 所 有 し 、

育 雛 農 場 ・ 廃 鶏 処 理 加 工 場 と い っ た 養 鶏 関 連 部 門 だ け で は な く 飼 料 生 産 に

も 事 業 展 開 し て い る 。 卵 の 年 間 出 荷 量 は 3 , 3 7 0 万 個 で あ り 、 国 内 生 産 量 の

約 3 割 を 占 め て い る 。 卵 は ウ ラ ン バ ー ト ル 市 を 中 心 に 販 売 し て い る 。  
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設立年 従業員 規模 年間販売量

2004 養鶏農場 60人 20万羽 3,370万個

2012 育雛農場 11人 1,700羽/日 46万羽

2013 廃鶏処理加工場 18人 4,000羽/日 120トン

2013 パック製造工場 4人 1万個/日 －

2014 飼料工場 8人 8トン／時 500トン

表5－3　T社の概要

事業内容

資料：T社への聞き取りより作成　(2015年9月)
註：1） －は不明を示す。
　　2） 飼料工場は2014年12月に設立されている。
　

 

 

2． 飼 料 生 産 へ の 事 業 展 開 の 特 徴 と そ の 要 因  

  

図 5－ 2 は 、T 社 に お ける 畜 産 イン テ グ レ ーシ ョ ン の展 開 を 示 す。生産

構造 に つ いて み る と 、飼 料 工 場は 受 注 生 産方 式 で あり 、 一 か 月当 た りの

生産 量 は 1 ,700 ト ン （そ の うち 、 出 荷販 売量 は 1 ,200 ト ン ） と月 産 能 力

の 3 分の 1 と な って いる 。飼 料 は自 社 の 養鶏 農 場 と育 雛 農 場 に供 給 さ れ

る他 、養鶏 農 家に も 販売 し て いる 。廃 鶏 処理 場 は 屠畜 場 を 併 設し て お り、

鶏肉 年 間 生産 量は 120 ト ンで あ る。（ 屠 畜は 、年 に 3 回 、7～ 10 日 間 /回 、

40,000 羽 /回 ）。ひな 生産 は、モ ン ゴル 全 体ひ な 供 給量 の 80％を 占 め てい

る。 外 来 種の 品 種 で ある 。 取 引農 家 の 特 徴は ３ つ 挙げ ら れ る 。① 、 飼養

規模 別 に つい て み る と、取 引農 家 の殆 ど はウ ラ ン バー ト ル よ り 220～ 720

キロ 離 れ た地 方 都 市 に位 置 す る、飼養 羽 数が 5 千 羽以 上 の大 規模・中 規

模農 家 で ある 。 ② 、 その 殆 ど が当 社 直 営 の育 雛 農 場よ り ひ な ある い は成

鶏を 調 達 して い る 。 これ は 、 T 社 が 飼 料 の給 与 方 法だ け で は なく 養 鶏に

関す る 技 術の サ ポ ー トも 行 っ てい る こ と に関 連 す る。 ③ 、 T 社と 契 約生

産関 係 が ない こ と で ある 。  
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この よ うに T 社は 、鶏用 飼 料 生産 か ら 卵 、鶏肉 の 加工 、販 売 まで 一 貫

して 自 社 農場 で 行 う 直営 型 畜 産イ ン テ グ レー シ ョ ンと し て 展 開し て い る。

当社 は 、2004 年 養 鶏 を開 始 す る当 初 か ら 中国 よ り 飼料 を 輸 入 して い た が、

飼料 価 格 が年 々 高 騰 して い る 。モ ン ゴ ル 国政 府 は 、飼 料 産 業 の育 成 に向

けた 政 策 的支 援 を 行 った 成 果 もあ り 、 配 合飼 料 生 産量 は 増 加 傾向 に ある

もの の 、 未だ そ の 生 産・ 供 給 体制 が 確 立 され て い ない 状 況 に ある 。  

 

 

 

 

 

 

中国飼料企業

飼料原料輸入

（直営展開の範囲）

廃鶏 鶏肉

鶏卵

　　　ひな

　　飼料販売

技術的サポート

　　ひな

図5－2　T社における畜産インテグレーションの展開

②　育雛農場
(2011)

飲食店
など

⑥　養鶏農家

資料：T社への聞き取りより作成(2015年9月)
注：1）　　　　は飼料の流れ、　　　は畜産物の流れを指す。
　　2）2016年より養鶏農家と契約関係を構築する計画である。

鶏卵

大規模養鶏農家　T社

①　養鶏農場
（2004) ③　廃鶏処理場

(2012)

⑤　飼料工場
(2014)

④
直売店
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3． 畜 産 イ ン テ グ レ ー シ ョ ン 展 開 に お け る 問 題 点 と 今 後 の 意 向  

  

直営 型 の 畜産 イ ン テ グレ ー シ ョン を 展 開 する に 当 たっ て は、 問題 点 が

二つ あ る 。一 つ は 、 資金 調 達 の問 題 で あ るが 、 飼 料工 場 を 設 立す る ため

の投 資 額は 40 億 T G（ 現 在 のレ ー ト： 2.3 億 円） で あ る。 銀行 か ら 融資

を受 け て おり 、 2 年 かか っ た 。も う 一 つ は、 技 術 導入 に つ い てで あ る。

配合 成 分 など 飼 料 設 計に 関 す るプ ロ グ ラ ムの 技 術 の共 有 を 目 的と し て、

フラ ン ス の飼 料 メ ー カー と 旧 来か ら 取 引 関係 に あ っ た CP グ ルー プ に交

渉を 行 っ た。し か し 、前者 は 、微量 元 素 など 添 加 剤の 輸 入 が 条件 と な り、

そし て 後 者は プ ロ グ ラム 共 有 が不 可 能 だ った た め 、取 引 で き なか っ た。

現 在 は 、 Cargi l l 社 （ カ ー ギ ル ） よ り 技 術 提 供 を 受 け て い る 。 本 社 と は

飼料 設 計 に関 す る プ ログ ラ ム の共 有 と 自 社に よ る 管理 を 内 容 とす る 契約

を締 結 し てお り 、 原 料は 中 国 カー ギ ル 社 より 輸 入 して い る 。 飼料 原 料は

トウ モ ロ コシ が 主 原 料と な っ てお り、ロ シア か ら の輸 入 で あ る。今 後は 、

国産 の 小 麦に 切 り 替 える 意 向 であ る 。 そ の際 に は 、給 与 方 法 など を 自社

の養 鶏 部 門で 工 夫 す るこ と が でき る メ リ ット を 活 用し 、 国 産 原料 を 用い

た 飼 料 生 産 に 関 す る 技 術 を 確 立 し た い と 考 え て い る 。 ま た 、 GP セ ン タ

ーを 設 立 し、 取 引 農 家よ り 卵 の集 荷 を 行 い、 契 約 生産 を 拡 大 する 計 画で

ある 。  
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第 4 節  小 括  

  

以上 、 モ ンゴ ル にお ける 飼 料 産業 は 、畜 種別 に 専 門化 し 、そ して 畜 産

経営 と 統 合し た 直 営 型の 畜 産 イン テ グ レ ーシ ョ ン とし て 展 開 して お り、

そ の 要 因 は 飼 料 工 場 の 低 稼 働 率 と 輸 入 飼 料 の 供 給 不 安 定 が 要 因 で あ る こ と

が 明 ら か と な っ た 。  
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終章  結論と展望  

 

第 １ 節  各 章 の 要 約 と 結 論  

 

本論 文 の 課題 は 、 豚 、鶏 な ど の中 小 家畜 も含 め た 集約 的 畜 産 に焦 点 を

当て な が ら、 モ ン ゴ ルの 飼 料 市場 形 成 段 階に お け る飼 料 産 業 の展 開 論理

を明 ら か にす る こ と であ っ た 。 課 題 の 解 明に 向 け て、 各 章 で は以 下 の内

容を 確 認 、解 明 し た 。  

第 1 章 で は、モ ン ゴ ル国 政 府 によ る 畜 産 政策 の 概 要を 示 し た 上で 、統

計デ ー タ を用 い て 、 飼料 産 業 およ び 集 約 的畜 産 の 動 向 を 概 観 し た 。 モン

ゴル に お いて は 飼 料 生産 が 回 復傾 向 に あ るが 、 依 然と し て 飼 料生 産 ・供

給体 制 が 確立 さ れ て いな い 。 その 一 方 、 輸入 飼 料 の増 大 に も 象徴 さ れる

よう に 、 配合 飼 料 の 購入 を 前 提と す る 大 規模 集 約 的畜 産 農 家 の成 立 によ

っ て 、従来 と 異な る 飼料 市 場 が形 成 さ れ 、拡 大 して い るこ と を 確 認 し た。  

第 2 章 で は 、飼 料 需 要面 か ら の分 析 と し て 、 自家 生 産・自 家 配合 飼 料

に着 目 し なが ら 、 酪 農、 養 豚 、養 鶏 と い った 集 約 的畜 産 農 家 にお け る飼

料調 達 の 変化 要 因 に つい て 明 らか に し た 。畜 産 物 生産 が 大 規 模・ 中 規模

農家 に 集 中す る な か 、個 別 畜産 農 家に お いて は 飼 養規 模 が 拡 大す る 一 方、

飼料 価 格 高騰 な ど に よっ て 飼 料購 入 が 困 難と な っ た た め 、 自 家生 産 ・自

家配 合 飼 料が 増 加 し てい る 。 しか し 、 規 模拡 大 と もあ い ま っ て、 自 家飼

料の 栄 養 不足 や 飼 料 生産 に か かわ る 技 術 者不 足 の 問題 か ら 、 利便 性 が良

く、 労 働 力削 減 に も つな が る 購入 （ 輸 入 ）飼 料 を 利用 し 、 畜 産物 生 産に

専念 し た いと い う 意 向が 強 い こと が 明 ら かと な っ た 。  
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第 3 章 で は、輸 入 飼 料へ の 依 存を 強 化 せ ざる を え ない 状 況 の 下、飼料

輸入 動 向 を把 握 す る ため に 、 モン ゴ ル 向 け輸 出 を 行っ て い る 中国 飼 料メ

ーカ ー の 輸出 行 動 を 分析 し た 。 そ の 結 果 、中 国 飼 料メ ー カ ー によ る モン

ゴル 向 け 飼料 輸 出 は 受動 的 で あり 、 飼 料 メー カ ー にと っ て 利 益確 保 が困

難で あ る など 、 流 動 的な 要 素 が大 き い こ とが わ か った 。  

第 4 章で は 、 穀物 主 産地 で あ る TUV 県 を事 例 に 、 24 戸 の 穀物 農 家 へ

の聞 き 取 りに 基 づ き 、耕 種 農 業回 復 政 策 下に お け る 飼 料 原 料 生産 の 特徴

につ い て 明ら か に し た 。 耕 種 農業 回 復 政 策は 2008 年 よ り 実 施さ れ 、小

麦の 自 給 率向 上 に 関 して 一 定 の成 果 を 挙 げる こ と がで き た も のの 、 その

一方 飼 料 原料 生 産 は 後退 し 、 飼料 原 料 供 給の 改 善 の方 向 へ と 作用 せ ず、

輸出 作 物 へと 農 地 が 転用 し て いる こ と が 解明 さ れ た 。  

第 5 章で は 、 飼 料 メ ーカ ー の A 社 と 大規 模養 鶏 農 家 の T 社 を 事例 に 、

飼料 産 業 と畜 産 経 営 の 統 合 、 畜産 イ ン テ グレ ー シ ョン と し て 展開 し てい

る要 因 を 明ら か に し た。 飼 料 産業 は 、 畜 種別 に 専 門化 し た 直 営型 の 畜産

イン テ グ レー シ ョ ン とし て 展 開し て お り 、そ の 要 因は 、 飼 料 工場 の 低稼

働率 、 輸 入飼 料 依 存 体質 か ら の 脱 却 策 の 必要 性 に あっ た こ と が 明 ら かと

なっ た 。  

以上 の 実 証分 析 よ り 、 モ ン ゴ ルに お いて は 都 市 近 郊型 ・ 大規 模集 約 的

畜産 の 成 長に 伴 っ て 配合 飼 料 市場 が 形 成 され 、 拡 大し て い る 。し か し 、

国内 に お いて は 飼 料 生産 ・ 供 給体 制 が 確 立さ れ て おら ず 、 個 別農 家 にお

い て 自 家 生産 ・ 自 家 配合 飼 料 が増 加 し て いる が 、 飼料 技 術 者 ・労 働 力不

足、 品 質 バラ ツ キ の 問題 が 生 じて い る 。 さら に 輸 入飼 料 の 安 定的 な 供給

が困 難 な 状況 に あ る なか 、 飼 料産 業 に お いて は 畜 種別 に 専 門 化し 、 畜産
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経営 と 統 合し た 直 営 型の 畜 産 イン テ グ レ ーシ ョ ン が展 開 し て いる 。 この

よう な 飼 料市 場 が 形 成さ れ 、 拡大 し て い る段 階 の 直営 型 畜 産 イン テ グレ

ーシ ョ ン の展 開 は 、 モン ゴ ル 国内 に お い て飼 料 技 術が 確 立 さ れて い ない

こと へ の 対応 で あ り 、実 験 農 場と し て の 性格 が 強 い と 言 え る 。  

 

第 2 節  展 望  

  

飼料 の 概 念、 飼 料配 合成 分 、 給与 方 法な ど飼 料 に 関す る 技 術 的発 展 水

準が 低 い 状況 に あ る モン ゴ ル にお い て 、 この よ う な畜 産 イ ン テグ レ ーシ

ョン に よ る展 開 は 、 形成 さ れ つ つ あ る 飼 料市 場 と 集約 的 畜 産 の成 長 を促

す効 果 が 期待 で き る 。 飼 料 技 術が 確 立 し た後 に 契 約生 産 が 拡 大し て いく

可能 性 が 高い と 考 え られ る 。 畜産 イ ン テ グレ ー シ ョン が 発 展 した 先 進国

の先 行 研 究に お い て も指 摘 さ れて い る よ うに 、 配 合飼 料 メ ー カー に よる

零細 か つ 小規 模 集 約 的畜 産 農 家の 掌 握 も 懸念 さ れ る。 今 後 は 、集 約 的畜

産の さ ら なる 増 加 が 見込 ま れ るこ と か ら 、モ ン ゴ ル国 政 府 と して は 、飼

料開 発 に 向け た 研 究 蓄積 、 制 度 的 イ ン フ ラ整 備 、 専門 的 な 飼 料生 産 企業

の育 成 の ため の 支 援 策を 実 施 する こ と が 重要 で あ ろう 。 さ ら に、 自 給飼

料に 立 脚 した 、 モ ン ゴル の 気 候や 風 土 に 適し た 畜 産 を 展 開 す るこ と が 望

まれ る 。  
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